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当
事
者
主
義
的
民
事
訴
訟
運
営
と

制
裁
型
ス
キ
ー
ム
に
関
す
る
一
考
察
（
八
・
完
）

―
日
本
民
事
訴
訟
法
の
当
事
者
照
会
と

ア
メ
リ
カ
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
の
質
問
書
を
素
材
と
し
て
―

酒

井

博

行

目

次

は
じ
め
に

第
一
章

当
事
者
主
義
的
訴
訟
運
営
の
基
盤
と
し
て
の
証
拠
・
情
報
の
収
集

手
続
の
実
効
化
―
当
事
者
照
会
の
改
革
に
焦
点
を
当
て
て
―

第
一
節

当
事
者
主
義
的
訴
訟
運
営
へ
の
移
行
の
必
要
性
―
争
点
整
理

手
続
に
焦
点
を
当
て
て
―

第
一
款

争
点
整
理
手
続
の
現
状
―
裁
判
所
主
導
型
訴
訟
運
営
―

第
二
款

争
点
整
理
手
続
に
お
け
る
当
事
者
主
義
的
訴
訟
運
営
へ
の
移

行
の
必
要
性

第
三
款

当
事
者
主
義
的
争
点
整
理
手
続
に
お
け
る
当
事
者
・
代
理
人

弁
護
士
、
裁
判
所
の
役
割
・
権
限
・
責
任
（
以
上
、
四
五
巻
四

号
）

第
四
款

訴
訟
資
料
提
出
過
程
に
お
け
る
裁
判
所
の
管
理
的
権
限
と
当

事
者
自
立
支
援
的
権
限
（
以
上
、
四
六
巻
二
号
）
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第
五
款

当
事
者
主
義
的
民
事
訴
訟
運
営
と
実
体
的
正
義
・
手
続
的
正

義
、
手
続
保
障
（
以
上
、
四
六
巻
三
号
）

第
二
章

日
本
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
当
事
者
照
会
・
訴
え
提
起
前
の
照
会

と
そ
の
問
題
点

第
一
節

当
事
者
照
会
・
訴
え
提
起
前
の
照
会
の
立
法
経
緯

第
二
節

理
念
・
根
拠

第
三
節

要
件

第
一
款

照
会
の
主
体
・
相
手
方

第
二
款

照
会
の
時
期

第
三
款

照
会
事
項

第
四
款

照
会
除
外
事
由

第
五
款

照
会
の
方
法

第
四
節

回
答

第
一
款

回
答
義
務

第
二
款

回
答
の
方
法

第
三
款

不
当
な
回
答
拒
絶
・
虚
偽
回
答
の
効
果

第
五
節

問
題
点

第
一
款

当
事
者
照
会
・
訴
え
提
起
前
の
照
会
の
利
用
状
況
・
課
題

第
二
款

日
本
弁
護
士
連
合
会
に
よ
る
当
事
者
照
会
改
革
の
提
案
（
以

上
、
四
八
巻
一
号
）

第
三
章

ア
メ
リ
カ
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
に
お
け
る
質
問
書
と
そ
の
実
効
化

手
段

第
一
節

質
問
書
の
概
要

第
一
款

目
的

第
二
款

質
問
書
の
利
点
と
難
点

第
三
款

質
問
書
に
服
す
る
者

第
四
款

質
問
書
に
お
け
る
質
問
数

第
五
款

質
問
書
の
様
式
（
以
上
、
四
八
巻
四
号
）

第
六
款

質
問
書
に
よ
り
入
手
可
能
な
情
報
等
の
範
囲

第
七
款

質
問
書
を
送
付
可
能
な
時
期
な
ど

第
八
款

質
問
書
へ
の
回
答

第
九
款

質
問
書
に
対
す
る
異
議

第
一
〇
款

保
護
命
令
（
以
上
、
四
九
巻
三
号
）

第
二
節

質
問
書
へ
の
回
答
の
懈
怠
な
ど
に
対
す
る
制
裁

第
一
款

強
制
命
令

第
二
款

強
制
命
令
の
不
遵
守
を
理
由
と
す
る
制
裁

第
三
款

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
に
対
す
る
以
前
の
応
答
等
の
補
充
・
訂
正
の

懈
怠
を
理
由
と
す
る
制
裁

第
四
款

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
に
対
す
る
応
答
の
完
全
な
懈
怠
を
理
由
と
す

る
制
裁
（
以
上
、
四
九
巻
四
号
）

補
論第

一
節

民
事
訴
訟
法
改
正
研
究
会
に
よ
る
当
事
者
照
会
の
改
正
提
案

第
二
節

ア
メ
リ
カ
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
の
二
〇
一
五
年
改
正

第
一
款

二
六
条

第
二
款

三
三
条

第
四
章

当
事
者
照
会
の
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化
の
方
向
性

第
一
節

制
裁
の
手
続

第
一
款

制
裁
に
至
る
ま
で
の
段
階

第
二
款

回
答
命
令
申
立
て
前
の
手
続

第
二
節

具
体
的
な
制
裁
の
種
類

第
三
節

そ
の
他

む
す
び
に
か
え
て
（
以
上
、
本
号
）
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補
論

前
章
で
は
、
わ
が
国
の
現
行
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
当
事
者
照
会
（
法
一
六
三
条
）
の
新
設
の
際
に
参
考
と
さ
れ
た
、
ア
メ
リ
カ
連
邦

民
訴
規
則
に
お
け
る
質
問
書
（
連
邦
民
訴
規
則
三
三
条
）、
お
よ
び
、
質
問
書
を
含
む
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
一
般
に
お
い
て
開
示
を
行
わ
な
い
当

事
者
等
に
対
す
る
強
制
命
令
、
な
ら
び
に
強
制
命
令
の
違
反
等
に
対
す
る
制
裁
等
（
連
邦
民
訴
規
則
三
七
条
）
を
概
観
し
て
き
た
。
こ
れ

を
踏
ま
え
、
次
章
で
は
、
当
事
者
照
会
の
実
効
化
の
た
め
の
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化
に
関
す
る
試
論
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

た
だ
、
本
稿
の
執
筆
中
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
当
事
者
照
会
、
お
よ
び
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
に
お
け
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
両
方

に
つ
き
、
新
た
な
動
き
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
⽛
補
論
⽜
と
い
う
形
で
、
以
後
の
検
討
の
前
提
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
動

き
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
節

民
事
訴
訟
法
改
正
研
究
会
に
よ
る
当
事
者
照
会
の
改
正
提
案

当
事
者
照
会
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
日
弁
連
が
不
当
な
回
答
拒
絶
や
無
回
答
に
対
す
る
制
裁
の
新
設
を
主
な
内
容
の
一
つ
と
す
る
改
正

提
案
を
公
表
し
て
い
る
が
（
詳
細
は
第
二
章
第
五
節
第
二
款
参
照
）、
そ
の
後
新
た
に
公
表
さ
れ
た
当
事
者
照
会
の
改
正
提
案
と
し
て
、
民

事
訴
訟
法
学
者
や
実
務
家
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
⽛
民
事
訴
訟
法
改
正
研
究
会
⽜（
代
表
：
三
木
浩
一
教
授
）
が
二
〇
一
二
年
に
公
表
し
た
民

事
訴
訟
法
の
改
正
提
案
が
あ
る
（
699
）。
こ
の
改
正
提
案
で
は
、
現
行
民
事
訴
訟
法
制
定
時
に
残
さ
れ
た
改
正
課
題
、
外
国
法
上
の
望
ま
し
い
制

度
の
導
入
、
お
よ
び
、
外
国
で
は
否
定
的
な
考
え
が
主
流
で
あ
る
制
度
の
廃
止
、
現
行
民
訴
法
で
導
入
さ
れ
た
制
度
の
う
ち
う
ま
く
機
能

し
て
い
な
い
、
な
い
し
問
題
の
あ
る
制
度
の
改
正
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
が
（
700
）、
当
事
者
照
会
に
つ
い
て
も
、
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化
の
提

案
が
な
さ
れ
て
い
る
（
701
）。
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当
事
者
照
会
に
関
す
る
改
正
提
案
の
目
的
と
し
て
、
民
事
訴
訟
に
関
連
す
る
事
実
や
証
拠
に
関
わ
る
情
報
が
当
事
者
間
で
共
有
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
当
事
者
主
導
の
実
効
的
な
争
点
整
理
の
実
現
を
図
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（
702
）。
こ
の
改
正
提
案
の
要
件
面
に
関
す
る
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、⽛
訴
訟
と
の
関
連
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
な
い
照
会
⽜、
お
よ
び
、⽛
相
手
方
の
私
生
活
上
の
重
大
な
秘
密
に
つ
い
て
の
照
会
⽜

を
回
答
拒
絶
事
由
と
し
て
加
え
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
（
703
）。
ま
た
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
の
導
入
と
の
関
係
で
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
相
手
方
当
事
者
の
回
答
義
務
を
明
記
す
る
こ
と
、
回
答
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
拒
絶
す
る
場
合
に
、
回
答
を
拒
絶
す
る
旨

お
よ
び
そ
の
理
由
の
書
面
で
の
通
知
を
義
務
付
け
る
こ
と
、
回
答
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
き
拒
絶
が
さ
れ
た
場
合
に
、
照
会
を
行
っ
た

当
事
者
ま
た
は
相
手
方
当
事
者
が
裁
判
所
に
対
し
、
回
答
拒
絶
に
つ
き
回
答
拒
絶
事
由
が
あ
る
か
否
か
の
裁
定
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

旨
を
規
定
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
回
答
義
務
に
違
反
し
た
相
手
方
当
事
者
に
対
す
る
制
裁
を
設
け
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（
704
）。
こ
の
改
正
提

案
に
お
け
る
当
事
者
照
会
の
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化
の
特
徴
と
し
て
、
回
答
拒
絶
が
な
さ
れ
た
場
合
に
回
答
拒
絶
事
由
の
有
無
に
つ
い
て
の

裁
判
所
の
裁
定
を
設
け
、
か
つ
、
照
会
当
事
者
の
み
な
ら
ず
、
回
答
拒
絶
を
な
し
た
相
手
方
当
事
者
に
も
裁
定
の
申
立
権
を
認
め
る
点
（
705
）、

お
よ
び
、
回
答
拒
絶
事
由
の
有
無
に
関
す
る
裁
判
所
の
裁
定
を
端
緒
と
し
て
、
回
答
拒
絶
事
由
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
お
回
答
を
拒

絶
す
る
相
手
方
当
事
者
に
対
す
る
制
裁
を
認
め
る
点
（
706
）、
回
答
拒
絶
に
対
す
る
制
裁
を
義
務
的
制
裁
で
は
な
く
、
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
る
も

の
と
す
る
点
（
707
）、
具
体
的
な
制
裁
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
裁
判
所
侮
辱
に
対
す
る
過
料
、
弁
護
士
費
用
の
全
部
・
一
部
の
負
担
、
真
実
擬
制
、

審
理
の
現
状
に
基
づ
く
請
求
の
認
容
・
棄
却
ま
た
は
訴
え
の
却
下
と
い
っ
た
種
々
の
制
裁
を
用
意
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
点
（
708
）が
挙

げ
ら
れ
る
。第

二
節

ア
メ
リ
カ
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
の
二
〇
一
五
年
改
正

ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
に
つ
い
て
は
、
現
在
（
二
〇
一
五
年
八
月
）
の
時
点
で
改
正
作
業
が
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
る
が
、
こ
の
改
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正
で
は
、
本
稿
で
検
討
し
た
二
六
条
（
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
範
囲
等
）、
三
三
条
（
質
問
書
）、
三
七
条
（
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
へ
の
応
答
の
懈
怠

等
の
場
合
の
制
裁
等
）
に
つ
い
て
も
改
正
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
条
文
の
う
ち
、
二
六
条
・
三
三
条
の
改
正

案
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
（
709
）。
な
お
、
三
七
条
に
つ
い
て
は
、
特
に
ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
、
す
な
わ
ち
電
子
情
報
（
連

邦
民
訴
規
則
の
条
文
上
は
、電
磁
的
に
蓄
積
さ
れ
た
情
報〔
electronically
stored
inform
ation〕と
表
現
さ
れ
る
）を
対
象
と
す
る
デ
ィ

ス
カ
バ
リ
と
の
関
係
で
、
規
定
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
る
が
（
710
）、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
検
討
の
対
象
と
し
て
採
り
上
げ
る
三
三
条
の

質
問
書
、
お
よ
び
、
わ
が
国
に
お
け
る
当
事
者
照
会
と
の
関
連
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
紹
介
は
割
愛
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

今
回
の
連
邦
民
訴
規
則
の
改
正
作
業
は
、
合
衆
国
司
法
会
議
（
JudicialConferenceoftheU
nited
States）
に
設
置
さ
れ
た
、
連
邦

民
事
訴
訟
規
則
に
関
す
る
諮
問
委
員
会
（
A
dvisory
Com
m
ittee
on
the
FederalRulesofCivilProcedure）
が
二
〇
一
〇
年
五
月

に
デ
ュ
ー
ク
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
て
、
連
邦
裁
判
所
・
州
裁
判
所
の
裁
判
官
、
様
々
な
立
場
の
弁
護
士
、
お
よ
び
法
学
者
約
二
〇
〇
名

を
招
待
し
て
開
催
し
た
民
事
訴
訟
に
関
す
る
会
議
（
デ
ュ
ー
ク
会
議
〔
D
ukeConference〕）
に
端
を
発
す
る
が
、
こ
の
会
議
は
、
連
邦

裁
判
所
に
お
け
る
民
事
訴
訟
の
状
態
を
吟
味
し
、
全
て
の
訴
訟
に
つ
い
て
公
正
・
迅
速
・
廉
価
な
判
断
と
い
う
連
邦
民
訴
規
則
一
条
所
定

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
よ
り
よ
い
手
段
を
探
求
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
デ
ュ
ー
ク
会
議
で
は
、
連
邦
裁
判
所
の
民
事
訴
訟

は
十
分
合
理
的
に
機
能
し
て
お
り
、
シ
ス
テ
ム
の
大
規
模
な
再
編
は
必
要
な
い
と
の
結
論
に
至
っ
た
が
、
他
方
、
参
加
者
の
ほ
ぼ
全
員
が
、

当
事
者
間
の
協
力
、手
続
の
利
用
に
お
け
る
均
衡（
proportionality）、お
よ
び
裁
判
所
に
よ
る
早
期
の
事
件
管
理（
casem
anagem
ent）

を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
事
訴
訟
の
処
理
（
disposition）
は
改
善
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
で
一
致
し
た
。
こ
の
デ
ュ
ー
ク
会
議
で
の

結
論
を
受
け
て
、
諮
問
委
員
会
は
連
邦
民
訴
規
則
の
改
正
案
を
作
成
・
可
決
の
う
え
、
司
法
会
議
の
手
続
規
則
に
関
す
る
常
任
委
員
会

（
Standing
Com
m
itteeon
RulesofPracticeand
Procedure）
に
送
付
し
た
。
常
任
委
員
会
は
改
正
案
を
可
決
の
う
え
、
司
法
会
議

に
上
程
し
、
司
法
会
議
に
よ
り
改
正
案
が
合
衆
国
最
高
裁
判
所
に
送
付
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
二
〇
一
五
年
四
月
二
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九
日
、
合
衆
国
議
会
に
改
正
案
を
送
付
し
て
お
り
、
そ
こ
で
改
正
案
の
施
行
を
差
し
止
め
る
立
法
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
同
年
一
二
月
一

日
よ
り
自
動
的
に
改
正
規
則
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
（
711
）る
（
712
）。
以
下
で
は
、
二
六
条
・
三
三
条
の
改
正
案
に
つ
き
、
本
稿
の
内
容
と
関
連
す

る
範
囲
で
概
観
す
る
。

第
一
款

二
六
条

ま
ず
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
一
般
的
な
範
囲
を
定
め
る
二
六
条
⒝
⑴
項
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
の
命
令
に
よ
る
特
段
の
制
限
が
な
い
限
り
、

一
般
に
当
事
者
は
全
て
の
当
事
者
の
請
求
ま
た
は
抗
弁
に
関
連
す
る
、
秘
匿
特
権
の
対
象
と
な
ら
な
い
全
て
の
事
項
に
つ
き
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
点
は
、
現
行
規
定
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
改
正
案
の
二
六
条
⒝
⑴
項
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
を
求

め
ら
れ
る
事
項
が
⽛
訴
訟
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
争
点
の
重
要
性
、
係
争
利
益
の
総
額
、
関
連
す
る
情
報
へ
の
当
事
者
の
相
対
的
な
ア
ク

セ
ス
、
当
事
者
の
資
源
、
争
点
の
解
決
に
際
し
て
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
重
要
性
、
お
よ
び
、
要
求
さ
れ
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
負
担
や
費
用

が
そ
の
想
定
さ
れ
る
利
益
を
上
回
る
か
否
か
を
考
慮
し
て
、
事
件
に
お
け
る
必
要
性
と
均
衡
し
て
い
る
⽜
点
を
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
が
認
め

ら
れ
る
た
め
の
要
件
と
し
て
追
加
す
る
。
こ
の
要
件
、
す
な
わ
ち
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
を
求
め
ら
れ
る
事
項
と
そ
の
事
件
に
お
け
る
必
要
性

と
の
均
衡
は
、
現
行
の
二
六
条
⒝
⑵
項
🄒
⛸
が
当
事
者
の
申
立
て
ま
た
は
裁
判
所
の
職
権
に
よ
り
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
頻
度
や
範
囲
を
制
限

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
の
要
件
と
し
て
規
定
し
て
い
る
も
の
か
ら
、
一
部
の
文
言
等
が
変
更
さ
れ
て
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
一
般
の
範
囲

に
関
す
る
二
六
条
⒝
⑴
項
に
移
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
諮
問
委
員
会
注
解
は
こ
の
改
正
に
つ
き
、
そ
も
そ
も
二
六
条
⒝
⑴
項
の
一
九
八
三

年
改
正
規
定
が
裁
判
官
に
過
剰
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
を
制
御
す
る
こ
と
を
勧
め
る
た
め
に
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
一
般
的
な
範
囲
に
関
す
る
規

定
の
中
で
、
事
件
に
お
け
る
必
要
性
等
を
考
慮
し
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
が
不
当
に
負
担
の
重
い
、
ま
た
は
費
用
が
か
か
る
も
の
で
あ
る
場
合

に
は
、
裁
判
所
が
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
頻
度
や
範
囲
を
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
九
三
年
改
正
規
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定
で
こ
の
均
衡
に
関
す
る
部
分
が
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
制
限
に
関
す
る
規
定
と
し
て
二
六
条
⒝
⑵
項
と
い
う
形
で
分
割
さ
れ
、
現
行
の
二
六

条
⒝
⑵
項
🄒
⛸
に
至
っ
て
い
た
が
、
こ
の
均
衡
に
関
す
る
要
件
が
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
制
限
に
の
み
関
連
し
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
範
囲
一
般
と

は
関
係
が
な
い
よ
う
に
読
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、こ
の
要
件
を
一
九
八
三
年
改
正
規
定
が
も
と
も
と
意
図
し
て
い
た
よ
う
に
、デ
ィ

ス
カ
バ
リ
の
一
般
的
な
範
囲
の
規
定
に
戻
す
た
め
に
改
正
が
な
さ
れ
る
旨
を
論
じ
る
。
ま
た
、
改
正
案
の
二
六
条
⒝
⑴
項
で
は
、
デ
ィ
ス

カ
バ
リ
を
求
め
ら
れ
る
事
項
が
そ
の
事
件
に
お
け
る
必
要
性
と
均
衡
し
て
い
る
か
否
か
を
考
慮
す
る
際
の
要
素
と
し
て
、
現
行
の
二
六
条

⒝
⑵
項
🄒
⛸
が
列
挙
す
る
も
の
に
加
え
て
、⽛
関
連
す
る
情
報
へ
の
当
事
者
の
相
対
的
な
ア
ク
セ
ス
⽜、
お
よ
び
、⽛
当
事
者
の
資
源
⽜
が
新

た
に
加
え
ら
れ
る
。

ま
た
、現
行
の
二
六
条
⒝
⑴
項
は
、デ
ィ
ス
カ
バ
リ
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
に
つ
き
、⽛
文
書
ま
た
は
そ
の
他
の
有
体
物
の
存
在
、

表
示
、
性
質
、
管
理
、
状
態
、
お
よ
び
所
在
、
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
可
能
な
事
項
を
知
る
者
の
身
元
や
所
在
を
含
む
⽜
と
の

文
言
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
改
正
案
の
二
六
条
⒝
⑴
項
で
は
、
こ
の
文
言
が
削
除
さ
れ
る
。
諮
問
委
員
会
注
解
は
こ
の
文
言
の
削
除
の
理

由
に
つ
き
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
は
実
際
に
は
非
常
に
定
着
し
て
お
り
、
二
六
条
の
長
文
の
規
定
を
あ
え
て
こ
の
よ

う
な
例
示
で
混
乱
さ
せ
る
必
要
は
な
い
た
め
で
あ
る
旨
を
論
じ
る
。

さ
ら
に
、現
行
の
二
六
条
⒝
⑴
項
は
、十
分
な
理
由（
good
cause）が
あ
る
場
合
、裁
判
所
が
当
該
訴
訟
に
含
ま
れ
る
係
争
事
項（
subject

m
atter）
に
関
連
す
る
全
て
の
事
項
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
規
定
す
る
が
、
改
正
案
の
二
六
条
⒝
⑴

項
で
は
、
こ
の
規
定
が
削
除
さ
れ
る
。
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
が
認
め
ら
れ
る
一
般
的
範
囲
を
全
て
の
当
事
者
の
請
求
ま
た
は
抗
弁
に
関
連
す
る

事
項
と
し
、
十
分
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
係
争
事
項
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
を
認
め
る
と
い
う
区
別
は
、
二
〇
〇

〇
年
の
連
邦
民
訴
規
則
の
改
正
で
導
入
さ
れ
た
が
、
改
正
案
の
諮
問
委
員
会
注
解
は
、
係
争
事
項
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス

カ
バ
リ
に
関
す
る
規
定
が
め
っ
た
に
援
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
何
が
請
求
ま
た
は
抗
弁
に
関
連
す
る
か
と
い
う
点
を
適
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切
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、⽛
全
て
の
当
事
者
の
請
求
ま
た
は
抗
弁
と
関
連
す
る
、
均
衡
の
と
れ
た
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
⽜
で
十
分
対
応
で
き
る
こ

と
を
、
改
正
の
理
由
と
し
て
論
じ
る
。

加
え
て
、
現
行
の
二
六
条
⒝
⑴
項
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
が
証
拠
能
力
あ
る
証
拠
の
発
見
に
つ
な
が
る
よ
う
合
理
的
に
計
画
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、（
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
）
関
連
性
の
あ
る
情
報
は
証
拠
能
力
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
旨
を
規
定
す
る
が
、
こ

の
部
分
は
改
正
案
の
二
六
条
⒝
⑴
項
で
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
範
囲
に
該
当
す
る
情
報
は
証
拠
能
力
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
旨
の
規
定
に

置
き
換
え
ら
れ
る
。
こ
の
改
正
の
趣
旨
に
つ
き
、
改
正
案
の
諮
問
委
員
会
注
解
は
、
現
行
規
定
の
⽛
合
理
的
に
計
画
さ
れ
た
⽜
と
の
文
言

が
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
制
限
の
た
め
に
一
部
の
者
に
よ
っ
て
誤
用
さ
れ
て
き
た
た
め
、
よ
り
直
截
な
表
現
を
採
用
す
る
旨
を
論
じ
る
。

他
方
、
現
行
の
二
六
条
⒝
⑵
項
🄒
⛸
は
、
前
記
の
よ
う
に
、
当
事
者
の
申
立
て
ま
た
は
裁
判
所
の
職
権
に
よ
り
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
頻
度

や
範
囲
を
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
の
要
件
の
一
つ
を
規
定
す
る
が
、
こ
こ
で
列
挙
さ
れ
て
い
た
要
素
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
一

般
的
な
範
囲
を
定
め
る
二
六
条
⒝
⑴
項
に
移
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
改
正
案
の
二
六
条
⒝
⑵
項
🄒
⛸
は
、
単
に
⽛
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
が
二
六

条
⒝
⑴
項
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
範
囲
外
で
あ
る
⽜
こ
と
を
制
限
の
た
め
の
要
件
と
す
る
に
留
ま
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
款

三
三
条

三
三
条
⒜
⑴
項
の
第
一
文
は
、
特
段
の
合
意
ま
た
は
裁
判
所
の
命
令
が
な
い
限
り
、
当
事
者
は
個
々
の
小
問
も
含
め
二
五
問
ま
で
質
問

書
を
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
規
定
す
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
同
条
項
の
第
二
文
は
、
追
加
の
質
問
書
を
送
付
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
裁
判
所
の
許
可
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
頻
度
や
範
囲
の
制
限
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
二
六
条
⒝
⑵
項
と
矛
盾
し
な
い
範
囲
で
認
め
ら
れ

る
旨
を
規
定
す
る
。
こ
の
第
二
文
は
、
改
正
案
で
は
⽛
二
六
条
⒝
⑴
項
・
⑵
項
と
矛
盾
し
な
い
範
囲
で
⽜
追
加
の
質
問
書
に
関
す
る
裁
判

所
の
許
可
が
認
め
ら
れ
る
と
の
形
に
改
め
ら
れ
る
。
諮
問
委
員
会
注
解
は
こ
の
改
正
に
つ
き
、
改
正
案
の
二
六
条
⒝
⑴
項
が
デ
ィ
ス
カ
バ
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リ
の
一
般
的
な
要
件
と
し
て
事
件
に
お
け
る
必
要
性
と
の
均
衡
を
規
定
す
る
点
を
反
映
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
旨
を
論
じ
る
。

（
699
）
三
木
浩
一
＝
山
本
和
彦
編
⽝
民
事
訴
訟
法
の
改
正
課
題
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
）⽞（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
）。
な
お
、
こ
の
改
正
提
案
に
つ
い
て
は
、
第
八

二
回
日
本
民
事
訴
訟
法
学
会
大
会
に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
一
二
年
五
月
二
〇
日
開
催
。
於
：
京
都
大
学
）
で
も
、
そ
の
一
部
が
採
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
三
木
浩
一
（
司
会
）
ほ
か
⽛（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
民
事
訴
訟
法
の
今
後
の
改
正
課
題
⽜
民
事
訴
訟
雑
誌
五
九
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
四
五
頁
以
下
。

（
700
）
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
三
頁
、
三
木
ほ
か
・
前
掲
注
（
699
）
一
四
七
頁
［
三
木
発
言
］。

（
701
）
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
九
九
～
一
〇
四
頁
。

（
702
）
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
一
〇
一
頁
。
な
お
、
民
事
訴
訟
法
改
正
研
究
会
の
改
正
提
案
で
は
、
他
に
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
訴
訟
に
関
係
す

る
文
書
に
係
る
情
報
の
相
手
方
当
事
者
へ
の
提
供
を
義
務
付
け
る
早
期
開
示
制
度
（
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
六
四
～
七
二
頁
、
坂
田
宏
⽛
証

拠
収
集
手
続
の
改
正
―
文
書
提
出
の
局
面
を
中
心
に
―
⽜
民
事
訴
訟
雑
誌
五
九
号
〔
二
〇
一
三
年
〕
一
六
二
～
一
六
五
頁
〔
三
木
ほ
か
・
前
掲
注
（
699
）

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
報
告
〕）、
証
言
録
取
制
度
（
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
一
三
二
～
一
三
八
頁
）
を
新
設
す
る
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
703
）
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
九
九
頁
。
提
案
理
由
に
つ
い
て
は
、
同
書
一
〇
三
頁
。

（
704
）
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
九
九
頁
。

（
705
）
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
一
〇
三
頁
。

（
706
）
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
一
〇
三
頁
。

（
707
）
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
一
〇
三
頁
。

（
708
）
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
一
〇
三
～
一
〇
四
頁
。

（
709
）
な
お
、
本
節
で
紹
介
す
る
連
邦
民
訴
規
則
の
二
〇
一
五
年
改
正
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
民
事
法
研
究
会
（
二
〇
一
四
年
七
月
一

八
日
開
催
）
に
お
け
る
A
ndrew
M
.Pardieck氏
（
南
イ
リ
ノ
イ
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
助
教
授
）
に
よ
る
報
告
⽛
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
の
改
正

―
ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
ジ
レ
ン
マ
を
解
決
で
き
る
の
か
―
⽜、
お
よ
び
、
そ
の
際
の
質
疑
応
答
か
ら
、
有
益
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
、
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（
710
）
ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
に
関
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
土
井
・
前
掲
注
（
248
）
国
際
商
事
法
務
三
八
巻
一
〇
号
一
四
〇
七
～
一
四
一
二
頁
、
土
井
＝

田
邊
・
前
掲
注
（
248
）
国
際
商
事
法
務
三
八
巻
一
二
号
一
六
九
八
～
一
七
〇
五
頁
、
デ
ジ
タ
ル
・
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク
研
究
会
監
修
／
町
村
泰
貴
＝
小
向
太
郎
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編
著
⽝
実
践
的
ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
―
米
国
民
事
訴
訟
に
備
え
る
―
⽞（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）、
土
井
＝
田
邊
・
前
掲
注
（
311
）
八
六
～
九
九
頁
等
。

（
711
）
連
邦
民
訴
規
則
を
は
じ
め
、
連
邦
裁
判
所
規
則
の
制
定
・
改
正
の
手
続
に
関
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
浅
香
・
前
掲
注
（
248
）
一
七
頁
。

（
712
）
合
衆
国
議
会
に
提
出
さ
れ
た
改
正
案
、
諮
問
委
員
会
注
解
、
改
正
案
が
諮
問
委
員
会
か
ら
常
任
委
員
会
に
送
付
さ
れ
る
際
に
付
さ
れ
た
覚
書
等
の
各
種
資

料
は
、合
衆
国
裁
判
所
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ（
http://w
w
w
.uscourts.gov/）よ
り
、Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
の
形
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
あ
る（
http://w
w
w
.

uscourts.gov/file/docum
ent/congress-m
aterials）（
二
〇
一
五
年
八
月
二
五
日
閲
覧
）。
本
節
で
改
正
案
を
概
観
す
る
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
多

く
を
負
う
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
た
い
。

第
四
章

当
事
者
照
会
の
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化
の
方
向
性

本
章
で
は
、
第
三
章
で
概
観
し
た
連
邦
民
訴
規
則
上
の
質
問
書
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
義
務
の
懈
怠
に
対
す
る
制
裁
や
そ
の
た
め
の
手
続
、

ま
た
、
第
二
章
・
補
論
に
て
概
観
し
た
わ
が
国
の
当
事
者
照
会
に
関
す
る
改
正
提
案
を
踏
ま
え
、
当
事
者
照
会
の
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化
の

方
向
性
を
示
し
た
い
（
713
）。

な
お
、
本
章
で
の
検
討
に
際
し
て
、
第
一
節
・
第
二
節
で
は
、
訴
え
提
起
後
の
当
事
者
照
会
（
法
一
六
三
条
）
に
対
象
を
限
定
し
、
訴

え
提
起
前
の
照
会
（
法
一
三
二
条
の
二
・
一
三
二
条
の
三
）
に
つ
い
て
は
、
暫
定
的
な
結
論
に
留
ま
る
が
、
第
三
節
で
論
じ
る
こ
と
に
し

た
い
。

第
一
節

制
裁
の
手
続

第
一
款

制
裁
に
至
る
ま
で
の
段
階

ま
ず
、
本
節
で
は
、
回
答
義
務
の
懈
怠
に
対
す
る
制
裁
に
至
る
ま
で
の
手
続
を
ど
の
よ
う
に
設
計
す
る
か
、
言
い
換
え
る
と
、
最
終
的
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に
制
裁
が
科
さ
れ
る
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
段
階
を
踏
む
べ
き
か
と
い
う
点
に
関
し
て
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
、
当
事
者
照
会
に
お
け
る
回

答
義
務
（
714
）の
懈
怠
に
対
し
て
制
裁
を
科
す
と
す
る
場
合
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
裁
判
所
が
照
会
の
相
手
方
の
回
答
義
務
の
懈
怠
を
認
定
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
が
（
715
）、
回
答
義
務
の
懈
怠
の
認
定
後
に
裁
判
所
が
直
ち
に
相
手
方
に
制
裁
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
制

度
設
計
を
す
る
の
か
、
回
答
義
務
の
懈
怠
の
認
定
か
ら
制
裁
を
科
す
ま
で
の
間
に
な
ん
ら
か
の
段
階
を
挟
む
の
か
と
い
う
点
が
問
題
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
三
七
条
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
制
裁
は
、
基
本
的
に
は
ま
ず
裁
判
所
に
対
し
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の

義
務
を
懈
怠
し
た
当
事
者
等
を
相
手
方
と
す
る
強
制
命
令
の
申
立
て
を
し
、
強
制
命
令
が
認
容
さ
れ
た
場
合
、
併
せ
て
、
申
立
て
に
係
る

費
用
償
還
の
制
裁
が
科
さ
れ
（
連
邦
民
訴
規
則
三
七
条
⒜
項
）、
強
制
命
令
の
発
令
後
も
な
お
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
義
務
が
履
行
さ
れ
な
い
場

合
、
相
手
方
に
対
す
る
さ
ら
な
る
制
裁
が
科
さ
れ
る
（
連
邦
民
訴
規
則
三
七
条
⒝
項
）
と
い
う
、
漸
進
的
な
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
を
求
め
ら
れ
た
相
手
方
当
事
者
等
が
応
答
を
完
全
に
懈
怠
し
た
場
合
に
は
、
強
制
命
令
の
申
立
て
を
経
る
こ
と

な
く
、
直
接
各
種
の
制
裁
が
相
手
方
に
科
さ
れ
る
（
連
邦
民
訴
規
則
三
七
条
⒟
項
）。

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
に
お
け
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
制
裁
が
、
基
本
的
に
は
ま
ず
裁
判
所
に
よ
る
強
制
命
令
を
経
て
、

強
制
命
令
の
不
遵
守
が
あ
っ
た
場
合
に
は
じ
め
て
さ
ら
な
る
制
裁
が
科
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
背
景
と
し
て
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ

は
基
本
的
に
当
事
者
に
よ
っ
て
自
主
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
義
務
の
懈
怠
が
問
題
と
な
る

場
合
で
も
、
裁
判
所
に
よ
る
介
入
は
、
ま
ず
は
強
制
命
令
の
発
令
と
い
う
限
定
的
な
形
に
と
ど
め
、
強
制
命
令
に
よ
っ
て
相
手
方
に
デ
ィ

ス
カ
バ
リ
の
義
務
を
履
行
す
る
動
機
付
け
を
与
え
る
こ
と
に
失
敗
し
た
、
す
な
わ
ち
、
強
制
命
令
の
不
遵
守
が
あ
っ
た
場
合
に
、
は
じ
め

て
よ
り
厳
格
な
制
裁
と
い
う
形
で
の
介
入
を
認
め
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
（
716
）。
こ
の
よ
う
に
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
制
裁
が
基
本
的
に
手
続
に

お
け
る
当
事
者
の
自
主
性
を
重
視
し
た
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
点
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
あ
る
べ
き
当
事
者
主
義
的
訴
訟
運
営
に
お
い
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て
当
事
者
サ
イ
ド
に
よ
る
、
裁
判
所
に
依
存
し
な
い
主
体
的
な
訴
訟
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
当
事
者
照
会
の
制
度
が

当
事
者
主
導
型
の
制
度
と
し
て
立
案
さ
れ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
当
事
者
主
義
的
訴
訟
運
営
の
基
盤
と
し
て
の
当
事
者
照
会
の
制
裁
型

ス
キ
ー
ム
化
に
当
た
っ
て
も
、
参
考
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
上
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
制
裁
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
、
わ
が
国
で
近
年
提

唱
さ
れ
て
い
る
当
事
者
照
会
の
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化
に
関
す
る
提
案
を
概
観
す
る
と
、
ま
ず
、
日
弁
連
に
よ
る
改
正
提
案
で
は
、
照
会
を

受
け
た
当
事
者
が
正
当
な
理
由
な
く
回
答
を
拒
絶
し
た
場
合
、
ま
た
は
一
定
期
間
内
に
回
答
を
し
な
い
場
合
、
ま
ず
照
会
者
の
申
立
て
に

よ
り
裁
判
所
か
ら
の
回
答
の
促
し
が
な
さ
れ
、
相
手
方
が
な
お
回
答
に
応
じ
な
い
場
合
に
は
照
会
者
の
申
立
て
に
基
づ
き
裁
判
所
に
よ
る

回
答
命
令
が
な
さ
れ
、
相
手
方
が
回
答
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
照
会
者
の
申
立
て
に
基
づ
き
制
裁
が
科
さ
れ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
提
案
に
お
け
る
制
裁
の
シ
ス
テ
ム
は
、
裁
判
所
に
よ
る
回
答
命
令
が
出
さ
れ
た
後
、（
相
手
方
が
な
お
回
答
義
務
を
履

行
し
な
い
場
合
の
）
制
裁
が
控
え
て
い
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
連
邦
民
訴
規
則
上
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
制
裁
手
続
と
共
通
す
る
が
、

回
答
命
令
に
至
る
前
の
最
初
の
段
階
で
裁
判
所
に
よ
る
回
答
の
促
し
が
あ
る
と
い
う
点
が
大
き
く
異
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
提
案
で
は
、

制
裁
が
科
さ
れ
る
ま
で
に
三
段
階
を
経
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
な
お
、
日
弁
連
の
改
正
提
案
が
回
答
の
促
し
・
回
答
命

令
・
制
裁
と
い
う
手
続
構
造
を
採
る
点
に
つ
き
、
日
弁
連
に
よ
っ
て
改
正
提
案
に
付
さ
れ
た
提
言
の
理
由
で
は
、
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
事
者
間
の
自
主
的
な
情
報
・
証
拠
の
開
示
と
い
う
枠
組
み
を
大
き
く
損
な
う
こ
と
な
く
、
裁
判
所
に
よ
る
回

答
等
の
催
促
、
ひ
い
て
は
当
事
者
照
会
の
実
効
性
を
担
保
す
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
期
し
た
旨
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
（
717
）、
当
事
者
主
導
型
の

情
報
等
の
収
集
・
共
有
の
た
め
の
手
続
で
あ
る
と
い
う
当
事
者
照
会
の
趣
旨
に
適
っ
た
提
案
と
し
て
評
価
で
き
る
。
た
だ
、
二
〇
〇
八
年

の
日
弁
連
の
第
三
回
民
事
裁
判
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
出
さ
れ
た
改
正
提
言
の
段
階
で
は
、
裁
判
所
に
よ
る
相
手
方
へ
の
回
答
の
促
し
、
お
よ

び
、
回
答
拒
絶
に
正
当
な
理
由
が
な
い
場
合
の
（
訴
訟
費
用
負
担
の
）
制
裁
と
い
う
手
続
構
造
が
提
案
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
日
弁
連
中
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間
試
案
・
日
弁
連
要
綱
試
案
で
は
、
裁
判
所
に
よ
る
相
手
方
へ
の
回
答
の
促
し
と
（
過
料
の
）
制
裁
と
の
間
に
、
回
答
命
令
と
い
う
段
階

が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
変
更
が
な
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
日
弁
連
に
よ
り
公
表
さ
れ
て
い
る
資
料
の
限
り
で
は
、

明
ら
か
で
は
な
い
（
718
）。
ま
た
、
日
弁
連
の
改
正
提
案
で
は
、
前
記
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
改
正
提
言
か
ら
日
弁
連
中
間
試
案
・
日
弁
連
要
綱

試
案
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
、
制
裁
の
手
続
の
第
一
段
階
と
し
て
、
裁
判
所
に
よ
る
相
手
方
へ
の
回
答
の
促
し
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
な
制
度
設
計
が
な
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
日
弁
連
に
よ
り
公
表
さ
れ
て
い
る
資
料
の
限
り
で
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、

前
記
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
、
日
弁
連
中
間
試
案
が
公
表
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
の
過
程
で
、
日
弁
連
の
民
事
裁
判
手
続
に
関
す
る
委
員
会

が
当
事
者
照
会
制
度
（
お
よ
び
、
文
書
提
出
命
令
制
度
）
に
関
す
る
立
法
提
言
に
つ
き
、
各
弁
護
士
会
お
よ
び
関
連
委
員
会
な
ど
へ
の
意

見
照
会
を
行
っ
て
い
る
が
（
719
）、
こ
の
意
見
照
会
に
対
す
る
回
答
に
つ
き
言
及
す
る
論
稿
で
、
裁
判
所
に
よ
る
回
答
の
促
し
に
つ
い
て
は
争
点

整
理
、
お
よ
び
釈
明
権
の
行
使
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
旨
の
記
述
が
あ
る
（
720
）。
こ
の
点
か

ら
、
日
弁
連
の
改
正
提
案
で
は
、
直
接
の
制
裁
に
つ
な
が
る
手
続
の
前
段
階
と
し
て
、
訴
訟
指
揮
権
ま
た
は
釈
明
権
の
行
使
の
延
長
線
上

で
捉
え
ら
れ
る
、
裁
判
所
が
関
与
す
る
が
直
接
の
制
裁
に
は
つ
な
が
ら
な
い
手
続
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
当
事
者
照
会
に
対
し
相
手
方

の
回
答
拒
絶
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
最
初
の
段
階
の
裁
判
所
の
関
与
を
謙
抑
的
な
も
の
と
し
、
ま
た
、
代
理
人
弁
護
士
の
観
点
か
ら
ド

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
思
わ
れ
る
手
続
を
避
け
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

他
方
、
民
事
訴
訟
法
改
正
研
究
会
に
よ
る
改
正
提
案
で
は
、
照
会
の
相
手
方
に
よ
る
回
答
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
拒
絶
が
あ
っ
た
場
合
、

照
会
者
ま
た
は
相
手
方
が
裁
判
所
に
対
し
、
回
答
拒
絶
事
由
の
有
無
に
関
す
る
裁
定
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
で
の
裁
定
を
端

緒
と
し
て
、
回
答
拒
絶
に
対
す
る
制
裁
を
科
す
と
い
う
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
提
案
に
お
い
て
、
回
答
拒
絶
事
由
が
な
い
旨
の

裁
判
所
に
よ
る
裁
定
の
後
、
直
ち
に
回
答
拒
絶
に
対
す
る
制
裁
が
科
さ
れ
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
改
正
提
案
自
体
を
見
る
限
り
で
は

若
干
不
明
瞭
な
点
が
あ
る
（
721
）。
し
か
し
、
改
正
提
案
に
付
さ
れ
て
い
る
提
案
の
理
由
で
は
、
裁
判
所
の
裁
定
に
よ
っ
て
回
答
拒
絶
に
正
当
な
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理
由
が
な
い
と
さ
れ
た
場
合
に
は
相
手
方
は
速
や
か
に
回
答
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
お
回
答
を
し
な

い
場
合
に
は
制
裁
を
科
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
旨
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
722
）。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
提
案
で
は
、
裁
判
所
が
回
答
拒
絶

事
由
が
な
い
旨
の
裁
定
を
し
た
後
直
ち
に
相
手
方
に
制
裁
を
科
す
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
裁
定
が
な
さ
れ
て
も
な
お
相
手
方
が
回

答
を
拒
絶
す
る
場
合
に
初
め
て
制
裁
が
科
さ
れ
る
と
い
う
二
段
階
の
シ
ス
テ
ム
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
民
事
訴
訟
法
改
正

研
究
会
の
改
正
提
案
が
こ
の
よ
う
な
二
段
階
の
シ
ス
テ
ム
を
採
る
点
は
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
上
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
制
裁
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
基
本
的
に
裁
判
所
に
よ
る
強
制
命
令
、
お
よ
び
、
強
制
命
令
が
出
さ
れ
た
後
も
な
お
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
義
務
の
懈
怠
が
あ
っ
た

場
合
の
制
裁
と
い
う
二
段
階
の
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
点
と
共
通
す
る
。
し
か
し
、
同
研
究
会
の
改
正
提
案
が
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規

則
上
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
制
裁
、
お
よ
び
、
日
弁
連
の
改
正
提
案
と
異
な
る
点
は
、
回
答
義
務
を
履
行
し
な
い
相
手
方
に
対
し
て
裁
判
所

か
ら
制
裁
が
科
さ
れ
る
前
段
階
の
手
続
が
、
裁
判
所
に
よ
る
回
答
命
令
で
は
な
く
、
回
答
拒
絶
事
由
の
有
無
の
裁
定
と
な
っ
て
い
る
点
で

あ
る
。
こ
の
裁
定
と
制
裁
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
改
正
提
案
そ
れ
自
体
や
改
正
理
由
を
見
る
限
り
で
は
若
干
不
明
瞭
な
点
が
あ
り
、
研

究
会
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
た
座
談
会
で
も
、
こ
の
点
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
正
当
な
回
答
拒
絶
事
由
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
相
手
方
に
は
法

律
上
の
回
答
義
務
が
あ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
よ
り
直
截
に
、
裁
判
所
が
相
手
方
に
回
答
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
規
定
に
し
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（
723
）。
こ
の
指
摘
に
対
し
て
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、
当
事
者
照
会
に
裁
判
所
が

一
切
関
与
し
な
い
と
い
う
形
は
望
ま
し
く
な
い
が
、
他
方
で
、
回
答
命
令
の
よ
う
な
制
度
を
設
け
る
こ
と
は
裁
判
所
の
過
度
な
関
与
に
つ

な
が
り
う
る
た
め
、
い
わ
ば
折
衷
的
に
、
回
答
拒
絶
事
由
の
有
無
に
つ
い
て
の
み
裁
判
所
が
裁
定
す
る
と
い
う
制
度
と
し
て
い
る
と
の
回

答
が
な
さ
れ
て
い
る
（
724
）。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
と
、
ま
ず
、
そ
も
そ
も
当
事
者
照
会
に
つ
い
て
は
、
事
件
に
関
す
る
情
報
を
当
事
者
間
で
自
主
的
に

収
集
・
共
有
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
審
理
の
促
進
や
充
実
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
当
事
者
主
導
型
の
手
続
と
し
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て
立
法
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
事
者
照
会
の
立
法
の
際
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
上
の
質
問
書
（
を
は
じ
め

と
す
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
）
に
お
け
る
制
裁
の
た
め
の
手
続
も
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
が
基
本
的
に
当
事
者
の
自
主
性
を
重
視
し
て
い
る
が
ゆ
え

に
、
基
本
的
に
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
義
務
懈
怠
に
対
し
て
裁
判
所
が
直
ち
に
制
裁
を
科
す
の
で
は
な
く
、
裁
判
所
に
よ
る
介
入
は
ま
ず
は

強
制
命
令
と
い
う
限
定
的
な
も
の
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
筆
者
は
、
も
と
も
と
当
事
者
主
導
型
の
手
続

と
し
て
立
法
が
な
さ
れ
た
当
事
者
照
会
を
実
効
化
す
る
た
め
に
制
裁
と
い
う
形
で
の
裁
判
所
の
手
続
関
与
を
制
度
の
中
に
組
み
込
む
と
し

て
も
、
そ
こ
で
の
裁
判
所
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
回
答
義
務
を
懈
怠
し
た
相
手
方
に
直
ち
に
制
裁
を
科
す
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
求
め
る
の

で
は
な
く
、
ま
ず
は
回
答
義
務
を
懈
怠
す
る
相
手
方
に
対
し
義
務
履
行
の
動
機
付
け
を
与
え
る
と
い
う
形
と
し
て
、
手
続
の
最
初
の
段
階

で
の
裁
判
所
の
関
与
は
で
き
る
だ
け
謙
抑
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
（
725
）。
こ
の
点
か
ら
、
筆
者
は
、
わ

が
国
に
お
け
る
当
事
者
照
会
の
改
正
提
案
が
両
者
と
も
に
回
答
義
務
の
懈
怠
と
制
裁
と
を
直
接
に
は
結
び
つ
け
ず
、
最
終
的
な
制
裁
に
至

る
ま
で
に
段
階
を
踏
む
制
度
設
計
を
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
賛
成
す
る
。

次
に
、
裁
判
所
が
当
事
者
照
会
に
お
け
る
回
答
義
務
の
懈
怠
を
理
由
と
す
る
相
手
方
へ
の
制
裁
を
科
す
前
段
階
の
手
続
と
し
て
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
手
続
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
前
記
の
よ
う
に
、
日
弁
連
に
よ
る
改
正
提
案
で
は
、

ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
上
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
に
お
け
る
制
裁
の
前
段
階
に
強
制
命
令
の
手
続
が
置
か
れ
て
い
る
の
と
同
様
、
裁
判
所
が

相
手
方
に
対
し
回
答
を
行
う
よ
う
命
じ
る
回
答
命
令
の
制
度
が
設
け
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
民
事
訴
訟
法
改
正
研
究
会
の
改
正
提
案
で

は
、
回
答
義
務
を
懈
怠
し
た
相
手
方
に
対
す
る
制
裁
の
前
段
階
の
手
続
と
し
て
、
裁
判
所
に
よ
る
回
答
拒
絶
事
由
の
有
無
に
関
す
る
裁
定

の
制
度
が
設
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在
わ
が
国
で
公
表
さ
れ
て
い
る
当
事
者
照
会
の
改
正
提
案
で
は
、
裁
判
所
に
よ
る
制
裁
に
至

る
前
段
階
の
手
続
と
し
て
、
二
種
類
の
考
え
方
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
裁
判
所
に
よ
る
制
裁
と
い
う
強
力
な
形
で
の
介
入
の
前
提
と
な

る
手
続
の
制
度
設
計
の
可
能
性
と
し
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
改
正
提
案
が
提
示
す
る
改
正
案
の
よ
う
に
、
裁
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判
所
が
回
答
拒
絶
事
由
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
に
加
え
、
回
答
拒
絶
事
由
が
な
い
場
合
に
相
手
方
に
回
答
を
命
じ
る
制
度
と
す
る
か
、

回
答
拒
絶
事
由
の
有
無
に
つ
い
て
の
み
判
断
を
す
る
制
度
と
す
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
落
ち
着
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
筆
者
も
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
段
階
の
手
続
の
制
度
設
計
の
可
能
性
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
考
え
方
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
を
ベ
ー
ス

と
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
の
考
え
方
を
ベ
ー
ス
と
す
る
制
度
設
計
を
す
べ
き
か
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
民
事

訴
訟
法
改
正
研
究
会
の
改
正
提
案
に
お
け
る
回
答
拒
絶
事
由
の
有
無
の
裁
定
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
よ
う
に
、
回
答
命
令
ま
で
か

け
る
こ
と
に
な
る
と
裁
判
所
の
過
度
な
関
与
に
つ
な
が
り
う
る
た
め
、
な
る
べ
く
裁
判
所
の
関
与
を
少
な
く
す
る
と
い
う
趣
旨
で
提
案
さ

れ
て
い
る
（
726
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
回
答
拒
絶
事
由
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
相
手
方
に
は
回
答
義
務
が
あ
る
た
め
、
よ
り
直
截
に
回
答
を
命
じ
る

と
い
う
形
に
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
（
727
）、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
側
か
ら
も
、
こ
の
提
案
に
つ
い
て
、
よ

く
言
え
ば
（
当
事
者
照
会
を
裁
判
所
の
関
与
の
な
い
制
度
と
し
て
維
持
す
る
こ
と
に
よ
る
制
度
の
機
能
不
全
を
防
ぐ
こ
と
と
、
裁
判
所
の

過
度
の
関
与
を
求
め
る
こ
と
に
よ
る
負
担
増
を
防
ぐ
こ
と
と
い
う
）
両
方
の
要
請
に
目
配
り
し
て
い
る
が
、
悪
く
言
え
ば
中
途
半
端
な
提

案
に
な
っ
て
い
る
点
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
旨
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
728
）。
こ
の
点
に
関
し
て
、
回
答
拒
絶
事
由
の
有
無
に
つ
き
判
断
す
る
こ

と
と
、
そ
れ
に
加
え
て
回
答
拒
絶
事
由
が
な
い
場
合
に
相
手
方
に
回
答
を
命
じ
る
こ
と
と
を
比
較
し
て
、
後
者
の
場
合
に
判
断
に
際
し
て

の
裁
判
所
の
負
担
が
特
段
重
く
な
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
（
特
に
、
回
答
拒
絶
事
由
が
な
い
場
合
に
お
け
る
回
答
命
令
を
必
要
的
と
す
る
場

合
）、
ま
た
、
相
手
方
に
回
答
拒
絶
事
由
が
な
い
こ
と
（
す
な
わ
ち
、
回
答
義
務
が
存
在
す
る
こ
と
）
に
つ
い
て
の
み
判
断
を
下
す
の
で
は

な
く
、
こ
の
場
合
に
相
手
方
に
回
答
を
命
じ
る
旨
の
判
断
を
示
す
方
が
、
裁
判
所
に
よ
る
判
断
と
そ
の
後
も
な
お
相
手
方
が
回
答
義
務
を

懈
怠
す
る
場
合
の
制
裁
と
の
関
係
が
明
確
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
筆
者
は
、
民
事
訴
訟
法
改
正
研
究
会
の
改
正

提
案
の
よ
う
な
、
裁
判
所
に
よ
る
回
答
拒
絶
事
由
の
有
無
の
裁
定
と
い
う
制
度
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
上
の
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
、
お
よ
び
、
日
弁
連
の
改
正
提
案
に
準
じ
て
、
当
事
者
照
会
に
お
け
る
回
答
義
務
の
懈
怠
が
あ
っ
た
場
合
、
ま
ず
は
裁
判
所
が
照
会
者
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の
申
立
て
に
よ
り
回
答
拒
絶
事
由
の
有
無
を
判
断
し
、
こ
れ
が
な
い
場
合
に
相
手
方
に
回
答
を
命
じ
る
と
い
う
回
答
命
令
の
制
度
を
導
入

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
こ
の
回
答
命
令
に
つ
い
て
は
、
相
手
方
に
回
答
拒
絶
事
由
が
な
い
場
合
に
は
必
ず
裁
判
所
に
よ
る
回
答
命
令
が
発
令
さ
れ
る

も
の
と
す
る
か
、
回
答
命
令
が
発
令
さ
れ
る
か
否
か
は
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
も
の
と
す
る
か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
る
。
こ
の

問
題
に
つ
き
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
上
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
強
制
命
令
は
、
相
手
方
に
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
義
務
の
懈
怠
が
あ
る
と
さ

れ
る
場
合
に
は
必
要
的
に
発
令
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
弁
連
に
よ
る
改
正
提
案
に
お
け
る
回
答
命
令
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所

に
よ
る
回
答
の
促
し
の
後
も
な
お
相
手
方
が
回
答
を
⽛
正
当
な
理
由
な
く
⽜
拒
絶
す
る
場
合
と
い
う
要
件
に
加
え
て
、
裁
判
所
が
⽛
相
当

と
認
め
る
と
き
⽜
と
い
う
要
件
が
課
さ
れ
て
お
り
、
相
手
方
の
回
答
義
務
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
り
回
答
命
令
が

発
令
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
よ
う
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
照
会
の
要
件
や
回
答
拒
絶
事
由
を
ど
の
よ
う

に
構
成
す
る
か
と
い
う
点
か
ら
の
考
慮
も
必
要
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
回
答
命
令
の
発
令
の
可
否
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
判
断
過
程

を
で
き
る
だ
け
明
確
化
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
相
手
方
に
回
答
拒
絶
事
由
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
必
要
的
に
回
答
命
令
が
発
令
さ

れ
る
と
い
う
制
度
設
計
を
行
う
も
の
と
考
え
た
い
。

な
お
、
こ
の
回
答
命
令
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
手
続
保
障
の
観
点
か
ら
、
回
答
命
令
を
発
令
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
際
し
て
相
手

方
を
審
尋
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
ま
た
、
両
当
事
者
の
不
服
申
立
権
の
保
障
の
た
め
、
回
答
命
令
、
ま
た
は
回
答
命
令
を
認
め
な

い
旨
の
裁
判
に
対
す
る
即
時
抗
告
を
認
め
る
も
の
と
す
る
が
、
こ
の
点
は
、
日
弁
連
の
改
正
提
案
に
準
じ
る
も
の
で
あ
る
（
729
）。

第
二
款

回
答
命
令
申
立
て
前
の
手
続

前
款
で
論
じ
た
よ
う
に
、
裁
判
所
が
制
裁
を
科
す
前
の
段
階
の
手
続
と
し
て
、
回
答
義
務
を
懈
怠
し
た
相
手
方
に
対
す
る
、
裁
判
所
に
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よ
る
回
答
命
令
の
制
度
を
導
入
す
る
と
の
立
場
を
採
る
と
し
て
も
、
照
会
者
に
よ
る
回
答
命
令
申
立
て
の
さ
ら
に
前
の
段
階
に
な
ん
ら
か

の
手
続
を
導
入
す
べ
き
か
否
か
、
ま
た
、
導
入
す
る
と
す
れ
ば
い
か
な
る
手
続
を
導
入
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
ま

ず
、
日
弁
連
に
よ
る
改
正
提
案
は
、
回
答
命
令
の
申
立
て
の
前
段
階
と
し
て
、
照
会
者
の
申
立
て
に
よ
り
、
回
答
義
務
を
懈
怠
し
た
当
事

者
に
対
す
る
裁
判
所
か
ら
の
回
答
の
促
し
が
な
さ
れ
る
と
い
う
手
続
構
造
を
採
る
。
ま
た
、
民
事
訴
訟
法
改
正
研
究
会
に
よ
る
改
正
提
案

が
裁
判
所
に
よ
る
回
答
拒
絶
事
由
の
有
無
に
関
す
る
裁
定
の
申
立
て
の
前
段
階
で
特
に
手
続
を
設
け
て
い
な
い
の
と
同
様
、
回
答
命
令
の

申
立
て
の
前
段
階
で
特
に
手
続
を
設
け
ず
、
相
手
方
の
回
答
拒
絶
等
が
あ
っ
た
場
合
、
照
会
者
は
直
ち
に
裁
判
所
に
回
答
命
令
の
申
立
て

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
手
続
構
造
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
筆
者
は
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
上
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
強
制
命
令
に
つ
き
、
同
規
則
三
七
条
⒜
⑴
項
が
強
制

命
令
の
申
立
て
前
に
裁
判
所
の
介
入
な
し
に
情
報
等
を
獲
得
す
る
た
め
の
当
事
者
間
で
の
誠
実
な
協
議
ま
た
は
協
議
の
試
み
を
要
求
し
て

い
る
点
を
、
参
考
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
制
度
は
、
一
九
九
三
年
の
連
邦
民
訴
規
則
改
正
の
際
に
新
た
に
導
入
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
趣
旨
に
つ
き
、
諮
問
委
員
会
注
解
は
、
改
正
以
前
か
ら
存
在
し
た
同
種
の
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
の
成
功
を
踏
ま
え

て
い
る
旨
を
述
べ
る
（
730
）。
こ
の
諮
問
委
員
会
注
解
の
記
述
だ
け
で
は
、
協
議
ま
た
は
協
議
の
試
み
が
要
求
さ
れ
る
趣
旨
は
必
ず
し
も
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
一
九
九
三
年
の
連
邦
民
訴
規
則
改
正
当
時
に
存
在
し
た
、
強
制
命
令
の
申
立
て
前
の
当
事
者
間
で
の
協
議
ま

た
は
協
議
の
試
み
を
要
求
す
る
イ
リ
ノ
イ
州
北
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
の
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
で
は
、
規
定
の
冒
頭
で
、
そ
の
趣
旨
を
説

明
す
る
た
め
に
、⽛
司
法
の
運
営
に
お
け
る
不
当
な
遅
延
や
費
用
を
縮
減
す
る
た
め
に
⽜
と
の
文
言
が
置
か
れ
て
い
た
（
731
）。
こ
の
点
か
ら
、
ア

メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
に
お
け
る
強
制
命
令
申
立
て
前
の
協
議
ま
た
は
協
議
の
試
み
の
要
求
は
、
裁
判
所
の
負
担
軽
減
と
い
う
観
点
か
ら

設
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
筆
者
は
、
わ
が
国
の
当
事
者
照
会
の
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化
に
際
し
て
、
回
答
命
令
の
申
立
て
前
に
回
答
に
関
す
る
当
事
者
間
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で
の
自
主
的
・
自
律
的
な
交
渉
を
促
進
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
同
種
の
規
定
を
導
入
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
当
事
者

主
義
的
訴
訟
運
営
に
お
い
て
当
事
者
サ
イ
ド
に
よ
る
主
体
的
な
訴
訟
活
動
が
求
め
ら
れ
る
点
、
お
よ
び
、
当
事
者
照
会
が
当
事
者
主
導
に

よ
る
情
報
の
収
集
・
共
有
を
目
的
と
す
る
手
続
で
あ
る
点
に
鑑
み
る
と
、
当
事
者
照
会
の
回
答
義
務
に
関
す
る
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
、

最
終
的
に
は
回
答
命
令
、
お
よ
び
、
回
答
命
令
違
反
を
理
由
と
す
る
制
裁
と
い
う
形
で
裁
判
所
が
介
入
す
る
と
し
て
も
、
ま
ず
は
当
事
者

間
で
の
自
主
的
な
解
決
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
筆
者
は
、
回
答
義
務
の
有
無
に
関
す
る
紛
争
が
生

じ
た
場
合
に
、
裁
判
所
に
よ
る
回
答
命
令
の
手
続
に
入
る
さ
ら
に
前
段
階
で
、
裁
判
所
が
介
入
し
な
い
形
で
の
当
事
者
間
の
交
渉
に
よ
り

当
該
紛
争
を
解
決
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
場
を
法
規
に
よ
り
設
定
し
、
当
該
紛
争
を
当
事
者
間
で
自
主
的
に
解
決
す
る
こ
と
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
協
議
ま
た
は
協
議
の
試
み
を
、
回
答
命
令
の
申
立
て
の
際
の
要
件
と
す
る
こ
と
を
提
案
し

た
い
。
な
お
、
こ
の
点
に
関
す
る
筆
者
の
提
案
は
、
回
答
命
令
の
申
立
て
の
さ
ら
に
前
段
階
に
、
照
会
者
が
相
手
方
か
ら
回
答
を
得
る
た

め
の
よ
り
緩
や
か
な
手
続
を
設
け
る
点
で
は
、
日
弁
連
に
よ
る
改
正
提
案
と
共
通
す
る
。
し
か
し
、
日
弁
連
に
よ
る
改
正
提
案
は
こ
の
段

階
の
手
続
と
し
て
、
裁
判
所
が
介
入
す
る
形
で
の
回
答
の
促
し
の
制
度
を
設
け
る
の
に
対
し
、
筆
者
の
提
案
は
、
回
答
命
令
の
申
立
て
前

の
照
会
者
・
相
手
方
間
で
の
回
答
義
務
に
関
す
る
紛
争
解
決
の
た
め
の
場
を
法
規
に
よ
り
設
定
し
、
自
主
的
・
自
律
的
な
紛
争
解
決
を
支

援
す
る
た
め
に
、
協
議
ま
た
は
協
議
の
試
み
を
義
務
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
裁
判
所
の
介
入
は
な
く
、
両
当
事
者
は
、
後
の
裁

判
所
に
よ
る
回
答
命
令
等
の
可
能
性
と
い
う
形
で
の
間
接
的
な
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
法
規
に
よ
る
支
援
を
得
て
、
回
答
義
務
に
関
す
る

紛
争
の
自
主
的
・
自
律
的
な
解
決
を
試
み
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
提
案
を
行
う
に
際
し
て
、
筆
者
は
、
わ
が
国
の
民
法
学
に
お
け
る
契
約
法
分
野
で
、
契
約
当
事
者
間
の
⽛
私
的
自
治
の
再

生
⽜
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
問
題
解
決
の
た
め
の
当
事
者
間
の
自
主
的
な
交
渉
関
係
を
成
立
さ
せ
、
そ
れ
を
適
切
な
形
で
進
行
す

る
よ
う
に
規
律
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
⽛
交
渉
促
進
規
範
⽜
と
し
て
契
約
法
規
範
を
再
構
成
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
、
山
本
顯
治
教
授

北研 51 (3・63) 297

当事者主義的民事訴訟運営と制裁型スキームに関する一考察（八・完）



の
⽛
交
渉
促
進
規
範
論
（
732
）⽜、
お
よ
び
、
契
約
締
結
後
の
事
情
変
更
等
に
よ
り
法
的
な
契
約
改
訂
課
題
が
存
在
す
る
場
合
に
、
そ
の
契
約
改
訂

課
題
の
解
決
の
た
め
の
契
約
当
事
者
間
の
再
交
渉
プ
ロ
セ
ス
を
整
備
し
て
様
々
な
解
決
オ
プ
シ
ョ
ン
の
発
見
を
多
元
主
義
的
に
促
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
契
約
当
事
者
が
自
律
的
意
思
決
定
を
な
す
た
め
の
基
盤
を
整
備
し
、
か
つ
、
こ
れ
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、⽛
自

律
支
援
規
範
⽜
と
し
て
の
プ
ロ
セ
ス
関
連
的
な
規
範
（
再
交
渉
の
結
果
を
直
接
に
規
律
す
る
の
で
は
な
く
、
再
交
渉
プ
ロ
セ
ス
の
構
造
化

の
み
を
実
現
す
る
規
範
）
た
る
再
交
渉
義
務
を
構
想
す
る
、
石
川
博
康
教
授
の
見
解
（
733
）よ
り
多
大
の
示
唆
を
得
て
い
る
。

ま
ず
、
山
本
顯
治
教
授
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
⽛
法
化
⽜（
V
errechtlichung）
論
を
参
照
し
、
も
と
も
と
は
私
的
自
治
を
保
障
す
る
手

段
で
あ
っ
た
法
が
、
現
代
の
社
会
的
福
祉
国
家
で
は
個
人
の
自
律
的
生
活
領
域
へ
の
介
入
法
に
転
化
し
、
契
約
法
の
分
野
で
も
、
契
約
に

対
す
る
国
家
に
よ
る
規
制
の
増
大
、
す
な
わ
ち
法
規
範
の
拡
張
と
濃
密
化
が
当
事
者
の
自
律
性
と
の
緊
張
関
係
を
生
み
出
し
て
い
る
と
の

認
識
の
下
、
こ
の
⽛
法
化
と
私
的
自
治
の
緊
張
関
係
⽜
に
関
す
る
問
題
の
解
決
策
と
し
て
、
法
の
役
割
を
問
題
そ
の
も
の
の
解
決
、
す
な

わ
ち
社
会
生
活
領
域
の
直
接
的
具
体
的
統
御
で
は
な
く
、
当
事
者
間
で
の
⽛
法
の
影
響
下
で
の
交
渉
⽜
を
規
律
・
促
進
し
、
問
題
そ
の
も

の
の
解
決
に
つ
い
て
は
当
事
者
間
の
交
渉
に
委
ね
る
と
い
う
間
接
的
抽
象
的
統
御
と
い
う
課
題
を
果
た
す
こ
と
で
あ
る
と
す
る
、⽛
法
の

手
続
化
⽜
な
い
し
⽛
法
の
プ
ロ
セ
ス
化
⽜
と
呼
ば
れ
る
方
策
を
採
る
こ
と
に
よ
り
、
私
的
自
治
の
再
生
を
図
ろ
う
と
す
る
（
734
）。
そ
し
て
、
山

本
顯
治
教
授
は
、
契
約
法
規
範
は
当
事
者
間
の
契
約
関
係
の
終
局
的
な
規
律
を
担
う
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
当
事
者
間
の
交
渉
関
係
の

適
切
な
規
律
を
第
一
に
担
う
⽛
交
渉
促
進
規
範
⽜
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
旨
を
論
じ
る
（
735
）。
こ
の
交
渉
促
進
規
範
論
の
観
点
か
ら

は
、
契
約
法
上
の
義
務
が
当
事
者
間
の
交
渉
関
係
の
中
で
果
た
す
役
割
の
一
つ
と
し
て
、
交
渉
関
係
そ
れ
自
体
を
成
立
さ
せ
、
ま
た
、
そ

の
適
切
な
進
行
を
保
障
す
る
た
め
の
法
的
な
⽛
枠
組
み
⽜
を
創
設
す
る
と
い
う
役
割
が
挙
げ
ら
れ
る
（
736
）。
そ
の
前
提
と
し
て
、
山
本
顯
治
教

授
は
、
ド
イ
ツ
の
社
会
哲
学
者
Ｊ
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
（
Jürgen
H
aberm
as）
の
⽛
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
の
理
論
⽜
を
参
考
に
し

て
契
約
交
渉
関
係
の
構
造
を
分
析
し
、
契
約
交
渉
関
係
は
自
己
中
心
的
な
成
果
を
志
向
し
た
戦
略
的
行
為
で
は
な
く
、
相
互
の
了
解
を
志
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向
し
た
当
事
者
間
の
相
互
行
為
た
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
そ
こ
で
の
契
約
義
務

の
機
能
の
一
つ
と
し
て
、
一
方
当
事
者
に
よ
る
⽛
妥
当
要
求
⽜（
言
明
の
中
で
掲
げ
ら
れ
る
相
手
方
に
対
す
る
主
張
）
に
対
し
て
相
手
方
か

ら
異
議
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
こ
の
妥
当
要
求
を
テ
ー
マ
と
し
て
当
事
者
間
で
な
さ
れ
る
討
議
に
お
け
る
合
意
の
正
当
性
を
担
保
す
る
手

続
的
条
件
で
あ
る
、
機
会
均
等
的
な
平
等
性
を
保
障
す
る
⽛
理
想
的
発
話
状
況
⽜
を
近
似
的
に
実
現
す
る
こ
と
を
挙
げ
、
こ
の
よ
う
な
義

務
は
、
両
当
事
者
の
自
主
的
な
交
渉
を
行
う
た
め
の
枠
組
み
を
提
供
し
、
自
律
的
な
交
渉
を
促
進
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
（
737
）。
そ

し
て
、
山
本
顯
治
教
授
は
、
こ
の
よ
う
な
契
約
交
渉
関
係
と
い
う
法
的
枠
組
み
自
体
を
成
立
さ
せ
る
義
務
と
し
て
、
契
約
締
結
後
の
事
情

変
動
に
伴
う
契
約
調
整
の
問
題
に
つ
き
両
当
事
者
に
継
続
的
に
協
議
を
行
う
義
務
を
課
す
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
Ｎ
・
ホ
ル
ン
（
N
orbert

H
orn）
の
⽛
再
交
渉
義
務
論
⽜
の
検
討
を
行
う
（
738
）。
そ
し
て
、
ホ
ル
ン
が
志
向
す
る
、
契
約
交
渉
関
係
を
促
進
す
る
た
め
の
制
度
的
枠
組
み

を
契
約
義
務
（
再
交
渉
義
務
）
を
も
っ
て
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
両
当
事
者
間
の
私
的
自
治
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
方
策
の
対
象
範
囲
を

さ
ら
に
拡
張
し
、
契
約
締
結
後
の
契
約
調
整
問
題
に
限
ら
ず
、
ま
た
、
時
的
範
囲
も
契
約
締
結
後
に
限
ら
ず
、
契
約
締
結
前
か
ら
履
行
終

了
後
に
至
る
ま
で
契
約
交
渉
関
係
を
成
立
さ
せ
、
ま
た
は
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
契
約
義
務
で
あ
る
⽛
継
続
的
交
渉
義
務
⽜
を

構
想
す
る
（
739
）。

他
方
、
石
川
教
授
は
、
山
本
顯
治
教
授
の
よ
う
に
契
約
法
規
範
全
体
に
つ
き
⽛
法
の
手
続
化
⽜⽛
法
の
プ
ロ
セ
ス
化
⽜
を
図
り
一
般
的
に

プ
ロ
セ
ス
的
規
範
の
重
要
性
を
説
く
の
で
は
な
く
、
契
約
締
結
後
に
複
雑
な
契
約
改
訂
課
題
が
存
在
す
る
と
い
う
特
殊
な
問
題
状
況
の
下

で
は
プ
ロ
セ
ス
的
規
範
に
よ
る
当
事
者
の
自
律
性
に
対
す
る
支
援
が
必
要
に
な
る
と
い
う
視
点
（
740
）か
ら
、
契
約
締
結
後
の
再
交
渉
義
務
に
関

す
る
議
論
を
展
開
す
る
。
石
川
教
授
は
、
前
記
の
ホ
ル
ン
の
再
交
渉
義
務
論
、
お
よ
び
、
ホ
ル
ン
以
降
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
再
交
渉
義
務

論
に
関
す
る
学
説
等
を
詳
細
に
検
討
し
（
741
）、
特
に
ホ
ル
ン
の
議
論
、
お
よ
び
、
再
交
渉
義
務
に
関
す
る
ホ
ル
ン
以
降
の
最
も
重
要
な
業
績
を

著
し
た
Ａ
・
ネ
レ
（
A
ndreasN
elle）
に
よ
る
、
交
渉
理
論
等
の
学
際
的
知
見
を
も
用
い
た
議
論
に
依
拠
し
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
再
交
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渉
義
務
に
関
す
る
解
釈
論
を
提
示
す
る
。
石
川
教
授
の
見
解
は
、
ま
ず
、
再
交
渉
義
務
の
正
当
化
根
拠
と
し
て
、
契
約
関
係
が
複
雑
化
し
、

か
つ
長
期
的
な
関
係
維
持
が
強
く
期
待
・
要
請
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
複
雑
な
契
約
改
訂
課
題
は
、
将
来
的
な
協
働
関
係
の
再
構
築
と
い

う
視
点
か
ら
、
再
交
渉
に
お
け
る
当
事
者
の
主
体
的
な
協
働
お
よ
び
関
わ
り
合
い
を
通
じ
て
の
み
解
決
可
能
で
あ
り
、
そ
の
際
、
当
事
者

を
再
交
渉
に
誘
う
と
と
も
に
、
協
働
関
係
を
促
進
す
る
形
で
そ
の
再
交
渉
プ
ロ
セ
ス
を
整
備
す
る
こ
と
が
契
約
改
訂
の
た
め
の
合
目
的
的

手
段
と
な
る
旨
を
論
じ
る
（
742
）。
そ
し
て
、
こ
の
合
目
的
性
の
観
点
か
ら
再
交
渉
プ
ロ
セ
ス
の
制
度
設
計
を
試
み
る
際
に
は
、
再
交
渉
に
お
け

る
当
事
者
の
創
発
的
関
与
に
よ
っ
て
様
々
な
解
決
オ
プ
シ
ョ
ン
が
発
見
さ
れ
う
る
よ
う
な
制
度
設
計
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
特
定
の

再
交
渉
結
果
へ
の
承
諾
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
当
事
者
の
創
発
的
契
機
の
阻
害
要
因
と
も
な
り
う
る
た
め
、
こ
れ
を
再
交
渉
義
務
の
内
容

と
は
で
き
ず
、
再
交
渉
義
務
の
本
質
は
、
契
約
改
訂
等
の
結
果
を
直
接
に
実
現
す
る
結
果
関
連
的
要
素
を
含
ま
な
い
プ
ロ
セ
ス
関
連
的
規

範
に
純
化
し
た
形
で
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
（
743
）。
こ
の
よ
う
な
再
交
渉
の
目
的
実
現
の
た
め
に
当
事
者
の
協
働
を
促
進
す

る
際
に
は
、
ネ
レ
が
交
渉
理
論
に
基
づ
き
引
き
出
し
た
、
再
交
渉
の
積
極
的
機
能
を
極
大
化
さ
せ
る
と
同
時
に
、
ま
た
む
し
ろ
よ
り
重
大

な
課
題
と
し
て
、機
会
主
義
的
再
分
配
な
ど
の
再
交
渉
の
消
極
的
機
能
を
極
小
化
さ
せ
る
こ
と
の
考
慮
が
必
要
と
な
る
旨
が
論
じ
ら
れ
る
（
744
）。

次
に
、
石
川
教
授
は
、
契
約
改
訂
規
範
に
お
け
る
再
交
渉
義
務
の
位
置
付
け
に
つ
き
、
当
事
者
の
明
示
的
な
合
意
の
枠
を
超
え
て
信
義
則

等
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
他
律
的
な
規
範
で
あ
る
が
、
承
諾
義
務
と
い
う
当
事
者
の
自
律
性
を
否
定
す
る
契
機
か
ら
切

り
離
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
関
連
的
規
範
た
る
再
交
渉
義
務
は
、
契
約
改
訂
課
題
の
解
決
の
際
の
当
事
者
の
創
発
的
モ
メ
ン
ト
と
自
律
的
契
機

を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
再
交
渉
プ
ロ
セ
ス
を
整
備
し
様
々
な
解
決
オ
プ
シ
ョ
ン
の
発
見
を
多
元
主
義
的
に
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自

律
的
意
思
決
定
を
な
す
た
め
の
基
盤
を
整
備
し
そ
の
よ
う
な
意
思
決
定
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
⽛
自
律
支
援
規
範
⽜
で
あ
る
と

す
る
（
745
）。
契
約
締
結
後
の
再
交
渉
の
場
面
で
こ
の
よ
う
な
自
律
支
援
規
範
が
要
請
さ
れ
る
根
拠
と
し
て
は
、
複
雑
な
契
約
改
訂
課
題
の
解
決

の
た
め
に
は
当
事
者
の
自
律
的
な
関
わ
り
合
い
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
と
こ
ろ
、⽛
再
交
渉
の
デ
ィ
レ
ン
マ
⽜
の
問
題
（
交
渉
理
論
に
お
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い
て
、
ゲ
ー
ム
理
論
に
お
け
る
⽛
囚
人
の
デ
ィ
レ
ン
マ
⽜
を
基
礎
と
し
て
構
築
さ
れ
た
⽛
交
渉
の
デ
ィ
レ
ン
マ
⽜
モ
デ
ル
を
、
ネ
レ
が
契

約
締
結
後
の
再
交
渉
の
場
面
に
応
用
し
、
こ
の
場
面
の
特
殊
性
を
踏
ま
え
て
明
ら
か
に
し
た
問
題
で
あ
り
、
当
事
者
の
任
意
の
再
交
渉
で

は
、
非
協
調
的
な
戦
略
が
当
初
の
契
約
で
創
造
・
分
配
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
価
値
に
つ
い
て
の
機
会
主
義
的
な
再
分
配
要
求
と
し
て
現
れ

る
た
め
、
再
交
渉
の
場
面
で
の
価
値
創
造
に
よ
る
契
約
の
良
化
が
困
難
に
な
る
と
い
う
問
題
）
等
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
契
約
改
訂
課
題
の

解
決
を
当
事
者
の
自
律
的
な
関
係
形
成
の
み
に
委
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
再
交
渉
義
務
を
通
じ
て
の
当
事
者
の
自
律
的
意
思
決
定

の
積
極
的
な
支
援
が
強
く
要
請
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（
746
）。
そ
の
う
え
で
石
川
教
授
は
、
再
交
渉
義
務
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
き
、
動

的
シ
ス
テ
ム
（
bew
eglichesSystem
）
論
（
747
）を
用
い
て
要
件
・
効
果
等
を
検
討
す
る
ネ
レ
の
見
解
に
基
本
的
に
依
拠
し
て
検
討
を
行
う
が
、

ま
ず
、
再
交
渉
義
務
の
具
体
的
内
容
と
し
て
、
①
契
約
改
訂
提
案
の
申
し
出
お
よ
び
検
討
に
関
す
る
義
務
（
再
交
渉
の
申
し
出
、
改
訂
提

案
の
提
示
お
よ
び
根
拠
付
け
、改
訂
提
案
の
検
討
、反
対
提
案
の
提
示
等
に
関
す
る
義
務
な
ど
）、②
交
渉
プ
ロ
セ
ス
を
形
成
す
る
義
務（
再

交
渉
の
期
間
や
場
所
を
定
め
る
義
務
、
交
渉
の
遅
延
を
回
避
す
る
義
務
、
情
報
提
供
を
行
う
義
務
、
再
交
渉
に
第
三
者
を
関
与
さ
せ
る
義

務
な
ど
）、
③
誠
実
に
交
渉
を
行
う
義
務
（
詐
欺
・
強
迫
ま
が
い
の
行
為
の
禁
止
、
既
成
事
実
の
作
出
に
よ
り
再
交
渉
の
挫
折
や
解
決
オ
プ

シ
ョ
ン
の
創
造
阻
害
を
誘
発
す
る
こ
と
の
禁
止
、
と
い
っ
た
不
誠
実
な
交
渉
態
度
の
禁
止
一
般
）
を
挙
げ
、
①
～
③
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
、

様
々
な
強
度
の
義
務
が
想
定
さ
れ
る
と
す
る
（
748
）。
次
に
、
再
交
渉
義
務
の
成
立
要
件
に
つ
い
て
は
、
固
定
的
要
件
と
し
て
⽛
法
的
な
契
約
改

訂
課
題
の
存
在
⽜
が
挙
げ
ら
れ
、
加
え
て
、
義
務
の
成
立
を
基
礎
付
け
る
積
極
的
要
件
と
し
て
⽛
契
約
改
訂
課
題
の
複
雑
性
⽜、
義
務
の
成

立
を
阻
害
す
る
消
極
的
要
件
と
し
て
⽛
再
交
渉
を
期
待
困
難
に
す
る
事
情
の
存
在
⽜
が
挙
げ
ら
れ
る
（
749
）。
ま
た
、
再
交
渉
義
務
違
反
に
対
す

る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
過
度
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
再
交
渉
に
お
け
る
当
事
者
の
創
発
的
契
機
を
奪
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
契
約

改
訂
権
限
（
あ
る
い
は
解
約
権
限
）
の
制
限
ま
た
は
変
更
と
い
う
間
接
的
な
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
最
も
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
、

そ
の
よ
う
な
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
適
さ
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
（
再
交
渉
の
た
め
に
費
や
さ
れ
た
費
用
や
、
契
約
改
訂
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が
遅
延
し
た
こ
と
に
よ
る
損
害
が
対
象
と
な
る
）
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
活
用
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
る
（
750
）。

こ
こ
ま
で
、
山
本
顯
治
教
授
の
交
渉
促
進
規
範
論
、
お
よ
び
、
再
交
渉
義
務
に
関
す
る
石
川
教
授
の
見
解
を
概
観
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

山
本
顯
治
教
授
の
交
渉
促
進
規
範
論
は
、
法
化
社
会
に
お
け
る
個
人
の
自
律
的
生
活
領
域
へ
の
介
入
法
の
増
大
と
い
う
状
況
の
中
で
私
的

自
治
を
再
生
す
る
た
め
に
、
契
約
法
規
範
全
体
を
手
続
・
プ
ロ
セ
ス
志
向
の
交
渉
促
進
規
範
と
し
て
再
構
成
し
、
両
当
事
者
の
自
主
的
な

交
渉
関
係
を
成
立
さ
せ
、
そ
の
適
切
な
進
行
を
保
障
し
、
自
律
的
な
交
渉
を
促
進
す
る
た
め
の
法
的
枠
組
み
を
創
設
す
る
こ
と
を
契
約
法

規
範
の
役
割
・
機
能
の
一
つ
と
す
る
の
に
対
し
、
石
川
教
授
の
再
交
渉
義
務
論
は
、
複
雑
、
か
つ
長
期
的
な
契
約
に
お
い
て
複
雑
な
契
約

改
訂
課
題
が
存
在
す
る
場
合
、
プ
ロ
セ
ス
関
連
的
な
再
交
渉
義
務
に
よ
り
両
当
事
者
を
再
交
渉
プ
ロ
セ
ス
に
誘
い
、
協
働
関
係
を
促
進
す

る
こ
と
が
契
約
改
訂
の
た
め
の
合
目
的
的
手
段
で
あ
る
と
し
て
、
契
約
改
訂
課
題
の
解
決
の
際
の
当
事
者
の
創
発
的
モ
メ
ン
ト
と
自
律
的

契
機
を
拡
充
し
、
再
交
渉
プ
ロ
セ
ス
を
整
備
し
様
々
な
解
決
オ
プ
シ
ョ
ン
の
発
見
を
多
元
主
義
的
に
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
律
的
意

思
決
定
を
な
す
た
め
の
基
盤
を
整
備
し
そ
の
よ
う
な
意
思
決
定
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
自
律
支
援
規
範
と
し
て
の
再
交
渉
義
務

を
構
想
す
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
山
本
顯
治
教
授
が
私
的
自
治
の
再
生
と
い
う
観
点
か
ら
契
約
法
規
範
全
体
を
交
渉
促
進
規

範
と
し
て
再
構
成
す
る
こ
と
を
構
想
し
、
他
方
で
石
川
教
授
は
複
雑
な
契
約
改
訂
課
題
の
解
決
の
た
め
の
合
目
的
的
手
段
を
探
求
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
契
約
締
結
後
の
再
交
渉
の
場
面
に
限
定
し
て
、
当
事
者
間
の
交
渉
に
よ
る
自
律
的
意
思
決
定
を
促
進
す
る
自
律
支
援
規

範
と
し
て
の
再
交
渉
義
務
を
構
想
す
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
と
は
い
え
、
両
教
授
の
見
解
は
、
契
約
当
事
者
間
で
の
自
主
的
・
自
律
的
な

交
渉
の
場
を
設
定
し
、
交
渉
に
よ
る
紛
争
解
決
を
支
援
・
促
進
す
る
機
能
を
も
つ
法
規
範
を
構
想
す
る
点
で
は
共
通
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
筆
者
は
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
、
も
と
も
と
当
事
者
主
導
型
の
制
度
と
し
て
構
想
さ
れ
た
当
事
者
照
会
の
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化

に
際
し
て
応
用
し
、
回
答
義
務
に
関
す
る
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
第
一
次
的
に
は
当
事
者
間
の
交
渉
に
よ
る
自
律
的
な
紛
争
解
決
を
支

援
・
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
三
七
条
⒜
⑴
項
が
規
定
す
る
強
制
命
令
申
立
て
前
の
当
事
者
間
で
の
誠
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実
な
協
議
ま
た
は
協
議
の
試
み
の
要
求
を
い
わ
ば
換
骨
奪
胎
す
る
形
で
、
当
事
者
照
会
に
お
け
る
回
答
命
令
の
申
立
て
に
際
し
て
、
裁
判

所
の
介
入
な
し
に
回
答
義
務
に
関
す
る
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
の
当
事
者
間
で
の
誠
実
な
協
議
を
行
っ
た
こ
と
、
ま
た
は
誠
実
に
協
議
を

試
み
た
こ
と
を
申
立
て
の
要
件
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
協
議
ま
た
は
協
議
の
試
み
の
義
務
に
つ
い
て
よ
り
具
体
化

す
る
と
、
ま
ず
、
相
手
方
か
ら
の
回
答
拒
絶
等
が
な
さ
れ
た
照
会
者
の
側
に
は
、
相
手
方
に
対
し
回
答
に
つ
い
て
の
協
議
を
誠
実
に
申
し

入
れ
る
義
務
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
相
手
方
の
側
に
は
、
照
会
者
か
ら
の
協
議
の
申
し
出
を
承
諾
し
、
誠
実
に
協
議
に
応
じ
る
義
務

が
あ
る
と
解
し
た
い
。
そ
し
て
、
回
答
命
令
の
申
立
て
に
際
し
て
は
、
照
会
者
の
側
に
、
回
答
を
得
る
た
め
に
相
手
方
と
誠
実
に
協
議
を

行
っ
た
こ
と
、
ま
た
は
誠
実
に
協
議
を
試
み
た
が
（
相
手
方
が
協
議
に
応
じ
な
い
、
協
議
に
は
応
じ
た
が
不
誠
実
な
対
応
に
終
始
し
た
な

ど
の
理
由
で
）
協
議
が
十
分
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
疎
明
を
要
求
す
る
も
の
と
し
た
い
。
な
お
、
こ
の
協
議
に
つ
い
て
は
、

ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
三
七
条
⒜
⑴
項
に
よ
る
協
議
ま
た
は
協
議
の
試
み
の
要
求
に
つ
き
、
裁
判
例
や
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
が
当
事
者

間
で
の
生
の
形
で
の
考
え
や
意
見
の
交
換
を
求
め
て
い
る
点
に
倣
い
、
当
事
者
ま
た
は
代
理
人
弁
護
士
同
士
が
直
接
面
会
し
て
行
う
か
、

電
話
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
た
い
（
751
）。
誠
実
な
協
議
ま
た
は
協
議
の
試
み
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
疎
明
が
な
い
場
合
の
措
置
は
、
ア
メ

リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
三
七
条
⒜
⑴
項
に
関
す
る
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
に
倣
い
、
回
答
命
令
の
申
立
て
が
却
下
さ
れ
る
も
の
と
す
る
が
（
752
）、
こ

の
申
立
て
の
却
下
の
規
定
は
、
照
会
者
に
対
す
る
間
接
的
な
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
機
能
し
、
具
体
的
に
は
、
照
会
者
は
回
答
命
令
の
申

立
て
を
却
下
さ
れ
る
（
し
た
が
っ
て
、
回
答
を
得
る
た
め
の
裁
判
所
の
介
入
と
い
う
段
階
に
進
め
な
い
）
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
、
相

手
方
に
対
し
て
誠
実
に
協
議
の
申
し
入
れ
を
行
う
よ
う
促
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
誠
実
な
協
議
ま
た
は
協

議
の
試
み
に
つ
い
て
の
疎
明
が
な
い
と
し
て
照
会
者
か
ら
の
回
答
命
令
の
申
立
て
が
却
下
さ
れ
た
場
合
で
も
、
そ
の
後
改
め
て
照
会
者
が

相
手
方
と
の
誠
実
な
協
議
ま
た
は
協
議
の
試
み
を
な
し
た
う
え
で
、
再
度
回
答
命
令
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
筆
者
は
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
三
七
条
⒜
⑴
項
が
規
定
す
る
強
制
命
令
申
立
て
前
の
当
事
者
間
で
の
誠
実
な
協
議
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ま
た
は
協
議
の
試
み
の
要
求
、
お
よ
び
、
民
法
の
契
約
法
分
野
に
お
け
る
契
約
当
事
者
間
の
交
渉
促
進
の
た
め
の
規
範
を
構
想
す
る
見
解

に
示
唆
を
受
け
、
当
事
者
照
会
に
お
け
る
回
答
命
令
の
申
立
て
に
つ
き
、
照
会
者
・
相
手
方
間
で
申
立
て
前
の
誠
実
な
協
議
ま
た
は
協
議

の
試
み
を
行
う
こ
と
を
要
件
と
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
て
は
、
批
判
も
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
筆

者
は
当
事
者
照
会
に
お
け
る
回
答
義
務
に
関
す
る
紛
争
を
両
当
事
者
が
自
主
的
・
自
律
的
に
解
決
す
る
こ
と
を
支
援
・
促
進
す
る
た
め
に
、

回
答
命
令
の
申
立
て
前
の
誠
実
な
協
議
ま
た
は
協
議
の
試
み
の
義
務
を
設
定
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
筆
者
が
こ
の
提
案
を
行
う
に
際

し
て
参
考
と
し
た
見
解
の
一
つ
で
あ
る
石
川
教
授
の
見
解
は
、
契
約
締
結
後
の
契
約
改
訂
課
題
に
関
す
る
紛
争
の
解
決
の
際
に
、
交
渉
な

い
し
協
議
を
行
う
義
務
を
当
事
者
に
課
し
、
当
事
者
間
で
の
自
律
的
な
交
渉
な
い
し
協
議
を
支
援
・
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
様
々
な

解
決
オ
プ
シ
ョ
ン
の
発
見
を
促
進
す
る
こ
と
を
再
交
渉
義
務
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
、
当
事
者
照
会
に
お
け
る
回
答
義
務
に
関
す
る
紛
争

に
つ
き
、
こ
れ
と
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
る
こ
と
が
妥
当
か
否
か
と
い
う
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
締
結
後
の
契
約
改
訂
に
お

い
て
は
、
再
交
渉
後
の
契
約
改
訂
の
内
容
は
、
強
行
法
規
に
反
し
な
い
限
り
極
め
て
多
様
な
も
の
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
私
的
自
治

と
い
う
理
念
的
な
根
拠
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
解
決
オ
プ
シ
ョ
ン
の
発
見
を
促
進
す
る
と
い
う
根
拠
か
ら
再
交
渉
義
務
を
正
当
化
で
き
る

の
に
対
し
て
、
当
事
者
照
会
に
お
け
る
回
答
義
務
に
関
す
る
紛
争
に
つ
き
同
様
の
こ
と
が
当
て
は
ま
る
の
か
、
ま
た
、
再
交
渉
義
務
の
場

合
と
同
様
に
当
事
者
照
会
に
お
け
る
回
答
命
令
申
立
て
前
の
誠
実
な
協
議
ま
た
は
協
議
の
試
み
の
義
務
を
正
当
化
で
き
る
の
か
と
い
う
点

が
問
題
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
、
当
事
者
照
会
に
お
け
る
回
答
義
務
に
関
す
る
紛
争
に
つ
い
て
照
会
者
・
相
手
方
間
で
協
議
を

行
っ
た
場
合
に
結
論
と
し
て
考
え
ら
れ
る
選
択
肢
は
、
契
約
改
訂
の
場
合
と
比
較
し
て
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
で
も
、
こ
の
協
議
の
結
論
と
し
て
は
、
①
相
手
方
が
照
会
事
項
に
つ
き
回
答
す
る
、
②
照
会
事
項
に
つ
き
回
答
し
な
い
、
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
③
回
答
除
外
事
由
に
該
当
す
る
照
会
事
項
に
つ
き
相
手
方
が
回
答
す
る
、
④
回
答
除
外
事
由
に
該
当
し
な
い
照
会
事
項
に
つ

き
照
会
者
が
回
答
を
求
め
な
い
、
と
い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
（
753
）、
裁
判
所
に
よ
る
回
答
命
令
と
比
較
す
る
と
、
多
様
か
つ
柔
軟
な
解
決
が
可
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能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
か
ら
筆
者
は
、
当
事
者
照
会
に
お
け
る
回
答
義
務
に
関
す
る
紛
争
の
解
決
に
つ
き
回
答
命

令
の
申
立
て
前
に
誠
実
な
協
議
ま
た
は
協
議
の
試
み
の
義
務
を
課
す
こ
と
は
、両
当
事
者
に
よ
る
自
主
的
・
自
律
的
な
紛
争
解
決
を
支
援
・

促
進
す
る
と
い
う
理
念
的
な
面
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
回
答
義
務
に
関
す
る
紛
争
の
解
決
の
た
め
の
多
様
な
選
択
肢
の
発
見
を
促
進
す
る
と

い
う
面
か
ら
も
、
正
当
化
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

第
二
節

具
体
的
な
制
裁
の
種
類

次
に
、
回
答
命
令
が
な
さ
れ
た
後
も
な
お
回
答
を
行
わ
な
い
相
手
方
に
対
し
て
科
さ
れ
る
裁
判
所
の
制
裁
に
つ
き
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
種
類
の
も
の
を
設
け
る
か
を
検
討
す
る
。

ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
に
お
け
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
で
は
、
連
邦
民
訴
規
則
三
七
条
⒜
項
に
基
づ
く
強
制
命
令
の
発
令
後
、
当

事
者
ま
た
は
法
人
た
る
当
事
者
の
役
員
、
取
締
役
、
支
配
人
が
強
制
命
令
を
遵
守
し
な
か
っ
た
場
合
、
裁
判
所
は
制
裁
の
た
め
の
さ
ら
な

る
命
令
を
発
令
す
る
こ
と
が
で
き
（
連
邦
民
訴
規
則
三
七
条
⒝
⑵
項
🄐
）、
こ
こ
で
認
め
ら
れ
る
制
裁
と
し
て
、
事
実
の
証
明
の
擬
制
、
指

定
さ
れ
た
請
求
・
抗
弁
を
支
持
す
る
こ
と
ま
た
は
争
う
こ
と
の
禁
止
や
指
定
さ
れ
た
事
項
の
証
明
の
禁
止
、
プ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
却
下
、

さ
ら
な
る
訴
訟
手
続
の
停
止
、
訴
訟
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
却
下
や
懈
怠
判
決
、
裁
判
所
侮
辱
が
挙
げ
ら
れ
（
連
邦
民
訴
規
則
三
七
条
⒝

⑵
項
🄐
⛶
～
⛼
）、
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
制
裁
も
あ
り
う
る
。
ま
た
、
裁
判
所
は
こ
れ
ら
の
制
裁
の
命
令
に
代
え
て
、
ま
た
は
こ
れ
に
加
え

て
、
強
制
命
令
を
遵
守
し
な
か
っ
た
当
事
者
等
、
そ
の
代
理
人
弁
護
士
、
ま
た
は
そ
の
両
者
に
対
し
、
原
則
と
し
て
、
弁
護
士
費
用
を
含

む
、
強
制
命
令
の
不
遵
守
に
よ
っ
て
生
じ
た
合
理
的
な
費
用
の
償
還
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
連
邦
民
訴
規
則
三
七
条
⒝
⑵
項
🄒
）。

次
に
、
わ
が
国
で
近
年
提
唱
さ
れ
て
い
る
当
事
者
照
会
の
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化
に
関
す
る
提
案
の
中
で
具
体
的
な
制
裁
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
も
の
を
確
認
す
る
と
、
ま
ず
、
日
弁
連
に
よ
る
改
正
提
案
で
は
、
裁
判
所
に
よ
る
回
答
命
令
を
受
け
た
相
手
方
が
な
お
回
答
拒
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絶
等
を
な
す
場
合
、
照
会
者
の
申
立
て
に
よ
り
、
決
定
で
二
〇
万
円
以
下
の
過
料
が
科
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
民
事
訴
訟
法
改
正
研
究
会
に
よ
る
改
正
提
案
で
は
、
回
答
拒
絶
事
由
の
有
無
に
関
す
る
裁
判
所
の
裁
定
を
経
た
う
え
で
、
回
答

義
務
に
違
反
し
た
相
手
方
へ
の
制
裁
が
科
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
の
制
裁
に
つ
き
、
改
正
提
案
自
体
の
中
で
は
、
具
体
的
な
制
裁

の
種
類
に
つ
い
て
は
特
に
提
示
さ
れ
て
い
な
い
が
（
754
）、
提
案
の
理
由
の
方
で
は
、
種
々
の
制
裁
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
こ
で
例
示
さ
れ
て
い
る
制
裁
と
し
て
、
裁
判
所
侮
辱
に
対
す
る
過
料
、
弁
護
士
費
用
の
全
部
・
一
部
の
負
担
と
い
っ
た
制
裁

か
ら
、
真
実
擬
制
、
審
理
の
現
状
に
基
づ
く
請
求
の
認
容
・
棄
却
ま
た
は
訴
え
の
却
下
と
い
っ
た
伝
家
の
宝
刀
と
し
て
用
意
す
べ
き
制
裁

ま
で
あ
る
（
755
）。

こ
こ
ま
で
確
認
し
て
き
た
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
上
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
強
制
命
令
不
遵
守
に
対
す
る
制
裁

で
は
、
具
体
的
な
制
裁
と
し
て
、
大
ま
か
に
は
、
当
事
者
の
実
体
権
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
金
銭
的
制
裁
（
費
用
償
還
）
と
、
当
事
者
の

実
体
権
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
制
裁
（
証
明
擬
制
、
主
張
・
抗
弁
の
支
持
や
争
う
こ
と
の
禁
止
や
一
定
の
事
項
の
証
明
の
禁
止
、
プ
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
の
却
下
、
訴
訟
の
却
下
、
懈
怠
判
決
）
の
両
方
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
わ
が
国
の
当
事
者
照
会
の
改
正
提
案
に
つ
い
て

は
、日
弁
連
に
よ
る
改
正
提
案
が
回
答
命
令
不
遵
守
に
対
す
る
制
裁
と
し
て
、当
事
者
の
実
体
権
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
金
銭
的
制
裁（
過

料
）
の
み
を
設
け
る
の
に
対
し
、
民
事
訴
訟
法
改
正
研
究
会
に
よ
る
改
正
提
案
で
は
、
金
銭
的
制
裁
（
過
料
、
弁
護
士
費
用
の
負
担
）
と
、

当
事
者
の
実
体
権
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
制
裁
（
真
実
擬
制
、
審
理
の
現
状
に
基
づ
く
判
決
）
と
を
設
け
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
と
、
回
答
命
令
不
遵
守
を
理
由
と
す
る
制
裁
に
つ
い
て
は
、
理
論
的
に
は
多
様
な
も
の

を
想
定
で
き
、
か
つ
、
類
型
と
し
て
、
金
銭
的
制
裁
の
よ
う
に
当
事
者
の
実
体
権
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
制
裁
と
、
当
事
者
の
実
体
権
に

影
響
を
及
ぼ
し
う
る
制
裁
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
制
度
設
計
に
困
難
な
点
も
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
制
裁
の
目
的
と
し
て
、
回
答
義

務
を
懈
怠
し
た
相
手
方
へ
の
懲
罰
、
照
会
者
へ
の
補
償
、
回
答
義
務
の
懈
怠
の
抑
止
な
ど
、
様
々
な
事
項
を
想
定
し
う
る
こ
と
（
756
）、
回
答
命
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令
不
遵
守
が
生
じ
た
具
体
的
状
況
に
適
切
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
制
裁
の
実
効
性
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
手
続
的
正

義
を
実
体
的
正
義
よ
り
重
視
す
べ
き
場
合
も
あ
り
う
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
上
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
強
制

命
令
不
遵
守
に
対
す
る
制
裁
や
民
事
訴
訟
法
改
正
研
究
会
の
提
案
の
よ
う
に
、
実
体
権
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
金
銭
的
制
裁
と
実
体
権
に

影
響
を
及
ぼ
し
う
る
制
裁
の
両
方
を
含
む
、
多
様
な
制
裁
を
用
意
す
る
方
向
性
に
賛
成
す
る
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
方
向
性
を
採
る
場
合
、
当
事
者
の
実
体
権
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
金
銭
的
制
裁
と
当
事
者
の
実
体
権
に
影
響
を
及

ぼ
し
う
る
制
裁
の
い
ず
れ
が
優
先
す
る
か
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
き
、
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規

則
上
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
強
制
命
令
不
遵
守
に
対
す
る
制
裁
で
は
、
金
銭
的
制
裁
（
弁
護
士
費
用
を
含
む
、
強
制
命
令
の
不
遵
守
に
よ
っ

て
生
じ
た
合
理
的
な
費
用
の
償
還
）
は
原
則
と
し
て
必
要
的
に
科
さ
れ
（
連
邦
民
訴
規
則
三
七
条
⒝
⑵
項
🄒
）、
他
方
、
当
事
者
の
実
体
権

に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
制
裁
（
証
明
擬
制
、
主
張
・
抗
弁
の
支
持
や
争
う
こ
と
の
禁
止
や
一
定
の
事
項
の
証
明
の
禁
止
、
プ
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
の
却
下
、
訴
訟
の
却
下
、
懈
怠
判
決
）
が
科
さ
れ
る
か
否
か
は
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
（
連
邦
民
訴
規
則
三
七
条
⒝
⑵
項

🄐
）、
金
銭
的
制
裁
が
当
事
者
の
実
体
権
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
制
裁
に
優
先
す
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
民
事
訴
訟
法

改
正
研
究
会
に
よ
る
改
正
提
案
で
は
、
金
銭
的
制
裁
（
過
料
、
弁
護
士
費
用
の
負
担
）
と
、
当
事
者
の
実
体
権
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
制

裁
（
真
実
擬
制
、
審
理
の
現
状
に
基
づ
く
判
決
）
の
い
ず
れ
が
優
先
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
特
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
（
757
）。
こ
の

点
に
つ
き
、
筆
者
は
、
当
事
者
の
実
体
権
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
制
裁
は
、
当
事
者
照
会
の
回
答
義
務
と
い
う
手
続
法
上
の
義
務
の
懈
怠

を
理
由
に
相
手
方
の
実
体
法
上
の
権
利
を
失
わ
せ
る
、
ま
た
は
義
務
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
う
る
も
の
で
あ
り
、
過
大
な
制
裁

と
な
る
恐
れ
が
あ
り
う
る
こ
と
、
回
答
義
務
の
懈
怠
の
一
事
を
も
っ
て
相
手
方
の
実
体
権
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
望
ま
し
く
な
い
場
合

も
あ
り
う
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
、
当
事
者
の
実
体
権
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
金
銭
的
制
裁
（
過
料
や
費
用
負
担
）
を
本
則
と
し
て
優

先
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
た
だ
、
金
銭
的
制
裁
に
関
し
て
は
、
ま
ず
、
費
用
負
担
は
、
仮
に
そ
の
対
象
と
し
て
訴
訟
費
用
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を
想
定
す
る
と
、
訴
額
が
高
額
な
事
件
で
は
訴
訟
費
用
も
高
額
と
な
る
た
め
、
金
額
の
認
定
次
第
で
は
制
裁
の
実
効
性
を
確
保
し
う
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
訴
額
が
低
額
な
事
件
で
は
訴
訟
費
用
も
低
額
と
な
る
た
め
、
制
裁
の
実
効
性
確
保
が
困
難
に
な
り
う
る
（
758
）。
ま
た
、
相
手

方
の
回
答
命
令
違
反
に
よ
り
照
会
者
に
生
じ
た
費
用
等
の
補
償
を
重
視
す
れ
ば
、
費
用
負
担
の
制
裁
を
科
す
方
向
に
傾
く
が
、
他
方
で
、

費
用
負
担
で
は
制
裁
の
実
効
性
を
確
保
で
き
な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
両
当
事
者
が
互
い
に
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
回
答

命
令
に
違
反
す
る
場
合
、
両
者
に
費
用
負
担
の
制
裁
を
科
し
た
と
し
て
も
、
互
い
に
相
殺
し
合
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
（
759
）。
す
る

と
、
照
会
者
へ
の
補
償
よ
り
相
手
方
へ
の
懲
罰
を
重
視
す
べ
き
場
合
に
は
、
過
料
の
制
裁
を
科
す
べ
き
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
（
両

方
の
目
的
を
重
視
す
べ
き
場
合
に
は
、
費
用
負
担
・
過
料
の
制
裁
を
共
に
科
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
）。
他
方
、
過
料
に
つ
い
て
は
、
民

事
訴
訟
法
上
の
他
の
過
料
の
規
定
と
の
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
点
か
ら
、
制
裁
の
実
効
性
確
保
の
た
め
の
金
額
設
定
に
困
難
が
生
じ
る
と
も
考

え
ら
れ
る
（
760
）。

ま
た
、
当
事
者
の
実
体
権
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
制
裁
は
、
回
答
義
務
と
い
う
訴
訟
法
上
の
義
務
の
懈
怠
に
よ
る
相
手
方
の
実
体
権
へ

の
不
利
益
を
認
め
う
る
も
の
で
あ
り
、
当
事
者
の
実
体
権
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
金
銭
的
制
裁
に
よ
っ
て
は
、
経
済
的
合
理
性
か
ら
考
え

て
、
回
答
拒
絶
等
を
続
け
る
方
が
相
手
方
の
利
益
と
な
る
場
合
に
は
制
裁
の
実
効
性
が
確
保
で
き
な
い
点
に
鑑
み
る
と
、
制
裁
の
実
効
性

確
保
の
観
点
か
ら
は
整
備
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
も
必
要
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
真
実
擬
制
は
、
一
方
で
、
具
体
的
な
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
制
裁
の
内
容
形
成
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
他
方
で
、

当
事
者
照
会
で
は
主
張
・
立
証
の
準
備
に
必
要
な
事
項
が
広
く
照
会
事
項
と
な
る
た
め
、
照
会
事
項
自
体
の
真
実
擬
制
を
し
て
も
制
裁
の

実
効
性
が
乏
し
い
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
照
会
事
項
が
真
実
擬
制
に
な
じ
ま
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
761
）。
す
る
と
、
照
会
者
が
照
会
で
得

ら
れ
た
情
報
を
手
掛
か
り
と
し
て
利
用
可
能
と
な
る
証
拠
で
証
明
し
よ
う
と
す
る
事
実
の
真
実
擬
制
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
回
答
命

令
不
遵
守
と
制
裁
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
事
実
に
つ
い
て
の
真
実
擬
制
の
制
裁
は
、
た
と
え
ば
、
相
手
方
の
回
答
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命
令
不
遵
守
の
た
め
に
照
会
者
の
立
証
の
可
能
性
が
著
し
く
狭
め
ら
れ
た
よ
う
な
場
合
等
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
当
事
者
が
文
書
提
出
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
に
、
相
手
方
の
証
明
す
べ
き
事
実
（
法
二
二
一
条
一
項
四
号
）

に
つ
い
て
の
真
実
擬
制
を
認
め
る
法
二
二
四
条
三
項
が
そ
の
要
件
の
一
つ
と
し
て
、
相
手
方
が
他
の
証
拠
に
よ
り
当
該
証
明
主
題
を
証
明

す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
点
が
参
考
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
（
762
）。
な
お
、
こ
こ
で
の
真
実
擬
制
は
、
法
二
二
四
条
に

基
づ
く
真
実
擬
制
と
同
様
、
証
明
妨
害
の
法
理
を
明
文
で
認
め
る
一
例
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
（
763
）る
（
764
）。

さ
ら
に
、
審
理
の
現
状
に
基
づ
く
判
決
は
、
特
に
本
案
判
決
の
場
合
、
相
手
方
の
実
体
権
に
重
大
な
不
利
益
（
権
利
の
喪
失
、
ま
た
は

義
務
の
発
生
）
を
も
た
ら
す
た
め
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
こ
の
制
裁
を
科
す
こ
と
を
認
め
る
か
と
い
う
点
に
つ
き
、
慎
重
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
上
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
強
制
命
令
不
遵
守
に
対
す
る
制
裁
で
、
訴
訟
の
全

部
の
却
下
や
懈
怠
判
決
と
い
う
制
裁
に
つ
き
、
多
く
の
裁
判
例
が
、
よ
り
軽
微
な
制
裁
で
は
強
制
命
令
を
遵
守
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
能
な

場
合
の
最
終
手
段
と
し
て
の
み
認
め
る
点
や
、
不
遵
守
当
事
者
の
故
意
・
重
過
失
を
要
求
す
る
点
が
、
参
考
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
（
765
）。

な
お
、
筆
者
は
、
前
記
の
通
り
、
当
事
者
の
実
体
権
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
制
裁
（
真
実
擬
制
、
審
理
の
現
状
に
基
づ
く
判
決
）
に
つ

い
て
は
、
金
銭
的
制
裁
よ
り
も
限
定
さ
れ
た
形
で
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
仮
に
筆
者
の

提
案
の
よ
う
な
形
で
の
法
改
正
が
現
実
に
な
る
と
し
て
も
、
真
実
擬
制
な
い
し
審
理
の
現
状
に
基
づ
く
判
決
と
い
う
制
裁
が
科
さ
れ
る
た

め
の
要
件
は
あ
る
程
度
抽
象
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
合
に
こ
れ
ら
の
制
裁
が
科
さ
れ
る

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
裁
判
例
や
学
説
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
766
）。
た
だ
、
こ
の
よ

う
な
制
裁
は
、
回
答
命
令
に
従
わ
な
い
相
手
方
の
実
体
権
に
つ
き
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
が
直
接
の
効
果
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
よ
り

も
、
後
に
第
三
節
で
も
論
じ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
制
裁
が
控
え
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
制
裁
の
可
能
性
を
回
避
し
よ
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う
と
考
え
る
相
手
方
が
自
発
的
に
照
会
に
対
し
て
回
答
を
行
う
こ
と
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
な
目
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
筆
者
は
、
前
記
の
よ
う
に
、
回
答
命
令
不
遵
守
の
態
様
と
制
裁
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
回
答
命
令
不
遵
守
に
際
し
て
の
相
手
方
の
悪
質

性
な
ど
の
考
慮
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
は
い
え
、
真
実
擬
制
や
審
理
の
現
状
に
基
づ
く
判
決
と
い
っ
た
、
当
事
者
の
実
体
権
に
影
響
を

及
ぼ
し
う
る
制
裁
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
諸
要
素
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
そ
の
間
口
は
で
き
る
だ
け
広
く
確
保
し
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、

照
会
に
対
す
る
相
手
方
の
自
発
的
な
回
答
の
動
機
付
け
を
高
め
て
い
く
方
向
性
を
採
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
（
767
）。

ま
た
、
相
手
方
の
回
答
命
令
不
遵
守
を
理
由
と
す
る
裁
判
所
の
制
裁
に
つ
き
、
必
要
的
な
も
の
と
す
る
の
か
、
制
裁
が
科
さ
れ
る
か
否

か
は
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
の
か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
上
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ

の
強
制
命
令
不
遵
守
を
理
由
と
す
る
制
裁
で
は
、
金
銭
的
制
裁
は
原
則
と
し
て
必
要
的
に
科
さ
れ
る
が
（
連
邦
民
訴
規
則
三
七
条
⒝
⑵
項

🄒
）、
そ
れ
以
外
の
制
裁
が
科
さ
れ
る
か
否
か
は
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
（
連
邦
民
訴
規
則
三
七
条
⒝
⑵
項
🄐
）。
ま
た
、
日
弁
連

に
よ
る
改
正
提
案
で
は
、
回
答
命
令
不
遵
守
を
理
由
と
す
る
過
料
の
制
裁
が
科
さ
れ
る
た
め
に
は
、
裁
判
所
が
⽛
相
当
と
認
め
る
と
き
⽜

と
い
う
要
件
が
課
さ
れ
て
お
り
、
制
裁
が
科
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
読
む
こ
と
も
で
き

る
。
他
方
、
民
事
訴
訟
法
改
正
研
究
会
に
よ
る
改
正
提
案
で
は
、
回
答
拒
絶
理
由
が
な
い
と
の
裁
定
を
受
け
た
相
手
方
に
制
裁
が
科
さ
れ

る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
義
務
的
制
裁
で
は
な
く
、
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
回
答
命
令
が
発
令
さ
れ
て

い
る
以
上
、
相
手
方
に
は
回
答
義
務
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
後
も
な
お
相
手
方
が
回
答
拒
絶
等
を
続
け
る
場
合
に
制
裁
を
科
す

か
否
か
に
つ
き
さ
ら
に
考
慮
を
行
う
必
要
性
は
基
本
的
に
は
薄
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
制
裁
を
科
す
こ
と
自
体
に
関
す
る
裁

判
所
の
判
断
過
程
を
で
き
る
だ
け
明
確
化
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
制
裁
を
科
す
こ
と
自
体
に
つ
い
て
は
裁
判
所
の
裁
量
の
余
地
は
基
本

的
に
は
な
い
も
の
と
考
え
た
い
。
た
だ
、
筆
者
は
前
記
の
よ
う
に
、
金
銭
的
制
裁
（
過
料
や
費
用
負
担
）
を
本
則
と
し
て
優
先
す
べ
き
制

裁
と
考
え
、
当
事
者
の
実
体
権
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
制
裁
（
真
実
擬
制
、
審
理
の
現
状
に
基
づ
く
判
決
）
が
科
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
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は
限
定
的
に
考
え
る
と
い
う
立
場
を
採
る
た
め
、
具
体
的
な
制
裁
の
選
択
に
際
し
て
、
金
銭
的
制
裁
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
必
要
的

に
科
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
他
方
で
、
当
事
者
の
実
体
権
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
制
裁
が
科
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
件
を

規
定
す
る
と
し
て
も
、
あ
る
程
度
抽
象
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
た
め
、
結
果
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
制
裁
を
科
す
か
否
か
に
つ
い

て
は
、
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
る
の
と
同
様
の
結
果
に
も
な
り
う
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
前
記
の
よ
う
に
、
仮
に
筆
者
の
提
案
が

現
実
に
な
る
と
す
れ
ば
、
裁
判
例
や
学
説
に
よ
る
、
こ
れ
ら
の
制
裁
を
科
す
に
際
し
て
の
考
慮
要
素
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
回
答
命
令
不
遵
守
を
理
由
と
す
る
制
裁
に
関
す
る
裁
判
を
な
す
際
に
は
、
照
会
者
の
申
立
て
に
よ
る
も
の
と
し
、
手
続
保
障

の
観
点
か
ら
、
相
手
方
の
審
尋
を
要
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
こ
の
制
裁
に
関
す
る
裁
判
に
対
し
て
は
、
両
当
事
者
の
不
服
申
立
権
の

保
障
の
た
め
、
即
時
抗
告
を
認
め
る
も
の
と
す
る
が
、
こ
の
点
は
、
日
弁
連
に
よ
る
改
正
提
案
に
準
じ
る
も
の
で
あ
る
。

第
三
節

そ
の
他

こ
こ
ま
で
、
不
十
分
な
が
ら
、
当
事
者
照
会
の
実
効
化
の
た
め
の
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化
に
係
る
筆
者
の
見
解
を
提
示
し
て
き
た
が
、
本

節
で
は
、
こ
の
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化
に
関
連
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
き
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
に
、
当
事
者
照
会
の
実
効
化
の
た
め
に
回
答
拒
絶
等
に
対
す
る
制
裁
の
手
続
を
設
け
る
こ
と
の
目
的
・
機
能
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

確
か
に
、
実
際
に
相
手
方
に
よ
る
回
答
拒
絶
等
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
制
裁
と
い
う
形
で
な
ん
ら
か
の
不
利
益
を
課
す
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
当
事
者
照
会
の
実
効
化
の
た
め
に
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化
を
行
う
こ
と
と
の
関
係
で
重
要
な
の
は
、
実
際
に
生
じ

た
回
答
義
務
懈
怠
に
対
し
て
制
裁
を
科
す
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
回
答
義
務
懈
怠
に
対
す
る
制
裁
や
そ
の
た
め
の
手
続
を
整
備
し
、
回
答
拒

絶
な
ど
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
制
裁
を
科
さ
れ
る
可
能
性
が
控
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
通
じ
て
、
す
な
わ
ち
、
制
裁
の
可
能
性
に
よ
る
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威
嚇
を
通
じ
て
、
照
会
を
受
け
た
相
手
方
が
自
発
的
に
回
答
義
務
を
履
行
す
る
動
機
付
け
を
高
め
、
も
っ
て
、
当
事
者
照
会
に
よ
る
両
当

事
者
間
で
の
事
件
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
共
有
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
で
あ
り
、
む
し
ろ
後
者
の
目
的
・
機
能
の
方
を
重
要
視
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
る
（
768
）。
こ
の
よ
う
な
形
で
の
制
度
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
現
行
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
文
書
提
出
命
令
に
つ
い

て
も
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
文
書
提
出
義
務
の
一
般
義
務
化
（
法
二
二
〇
条
四
号
）
に
よ
り
文
書
提
出
命
令
の
発
令
の
可
能
性
が
高
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
文
書
提
出
命
令
の
発
令
の
段
階
に
い
く
ま
で
も
な
く
、
文
書
の
所
持
者
か
ら
の
任
意
の
提
出
が
な
さ
れ
て
い
る
旨

の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
（
769
）、
当
事
者
照
会
に
回
答
義
務
懈
怠
の
場
合
の
制
裁
を
設
け
る
制
度
設
計
を
行
う
場
合
も
、
文
書
提
出
命
令
の

場
合
と
同
様
、
後
に
裁
判
所
に
よ
る
強
制
的
な
措
置
が
控
え
て
い
る
こ
と
に
よ
る
、
当
事
者
か
ら
の
自
発
的
な
回
答
が
促
進
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
は
、
可
能
性
と
し
て
十
分
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
採
る
に
際
し
て
、
筆
者
は
、
法
哲
学
・
法
理
学
の
分
野
で
、
法
シ
ス
テ
ム
の
機
能
の
捉
え
方
に
つ
き
、
市
民
の

行
動
に
対
す
る
義
務
付
け
・
規
制
を
行
う
強
制
的
命
令
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
機
能
よ
り
も
、
私
人
相
互
間
で
の
自
主
的
活
動
を
促
進
す
る

活
動
促
進
機
能
を
第
一
次
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
べ
き
旨
を
論
じ
る
、
田
中
成
明
教
授
の
見
解
よ
り
多
大
の
示
唆
を
得
て
い
る
（
770
）。
田
中

教
授
は
、
法
シ
ス
テ
ム
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
国
家
権
力
が
強
制
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
用
い
て
人
々
の
行
動
を
義
務
付
け
規
制
す

る
、
社
会
統
制
機
能
を
果
た
す
命
令
シ
ス
テ
ム
と
し
て
捉
え
る
見
方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
（
771
）、
法
が
違
法
行
為
に
対
し
て
強
制
的
サ

ン
ク
シ
ョ
ン
を
規
定
し
て
い
る
場
合
で
も
、
そ
の
本
来
の
ね
ら
い
は
、
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
で
法
が
自
発
的
に

遵
守
さ
れ
違
法
行
為
が
抑
止
さ
れ
、
市
民
が
安
心
し
て
日
常
生
活
を
営
め
る
平
和
な
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
り
、
強
制
権
力
の
行
使

自
体
が
法
の
目
的
で
は
な
く
、
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
強
制
権
力
が
現
実
に
行
使
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
第
一
次
的
な
抑
止
が
功
を
奏
さ

な
か
っ
た
場
合
に
限
ら
れ
、
例
外
的
で
第
二
次
的
な
も
の
で
あ
る
旨
を
論
じ
る
（
772
）。
そ
の
う
え
で
田
中
教
授
は
、
法
が
強
制
的
サ
ン
ク
シ
ョ

ン
を
規
定
し
て
市
民
に
一
定
の
行
動
を
義
務
付
け
る
場
合
も
、
市
民
の
自
由
な
活
動
の
制
限
だ
け
を
め
ざ
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
市
民
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が
各
人
各
様
の
目
標
の
実
現
の
た
め
に
自
主
的
に
準
拠
す
べ
き
指
針
と
枠
組
み
を
提
供
し
、
市
民
相
互
の
自
主
的
活
動
を
予
測
可
能
で
安

全
確
実
な
も
の
と
し
、
各
人
の
選
択
し
た
目
標
の
実
効
的
な
実
現
を
促
進
し
支
援
す
る
と
い
う
機
能
を
も
果
た
す
と
し
た
う
え
で
、
法
シ

ス
テ
ム
が
円
滑
に
作
動
し
て
い
る
状
況
で
は
、
権
力
や
強
制
と
結
び
つ
い
た
規
制
的
な
社
会
統
制
機
能
よ
り
も
、
様
々
な
法
的
観
念
を
用

い
た
私
人
相
互
間
の
自
主
的
な
行
動
規
律
・
利
害
調
整
な
ど
を
促
進
す
る
機
能
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
法
が
こ
の
よ
う
な
活
動
促
進

機
能
を
果
た
す
場
合
、
国
家
権
力
に
よ
る
強
制
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
規
定
や
実
行
と
い
う
ハ
ー
ド
な
面
は
背
後
に
退
き
、
私
人
間
の
自
主

的
な
交
渉
や
理
性
的
な
議
論
に
よ
る
合
意
の
形
成
と
実
現
を
間
接
的
に
促
進
し
外
面
的
に
保
障
す
る
と
い
う
、
不
可
欠
で
は
あ
る
が
補
助

的
な
役
割
を
果
た
す
と
す
る
（
773
）。
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
て
、
田
中
教
授
は
、
国
家
権
力
の
行
使
と
直
接
結
び
つ
か
な
い
社
会
レ
ベ
ル
に
お

け
る
私
人
相
互
の
水
平
関
係
で
の
活
動
促
進
機
能
を
法
シ
ス
テ
ム
全
体
の
活
動
の
基
軸
と
し
て
す
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
旨
を
論

じ
る
（
774
）。
こ
の
よ
う
に
、
田
中
教
授
は
法
シ
ス
テ
ム
の
機
能
に
つ
き
、
私
人
相
互
間
で
の
自
主
的
な
行
動
規
律
・
利
害
調
整
な
ど
を
間
接
的

に
促
進
・
保
障
す
る
活
動
促
進
機
能
を
第
一
次
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
べ
き
旨
を
論
じ
る
が
、
筆
者
も
、
田
中
教
授
の
見
解
に
従
い
、

当
事
者
照
会
に
お
け
る
制
裁
の
機
能
と
し
て
第
一
次
的
に
重
要
な
の
は
、
回
答
義
務
懈
怠
に
対
す
る
裁
判
所
に
よ
る
制
裁
の
可
能
性
と
い

う
威
嚇
を
通
じ
て
、
両
当
事
者
間
で
の
事
件
に
関
す
る
情
報
の
自
主
的
な
収
集
・
共
有
を
支
援
・
促
進
し
、
ひ
い
て
は
、
両
当
事
者
に
よ

る
、
裁
判
所
の
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
依
存
し
な
い
形
で
の
主
体
的
な
弁
論
権
行
使
を
支
援
・
促
進
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
た
い
。

第
二
に
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
上
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
義
務
懈
怠
に
対
す
る
制
裁
を
規
定
す
る
連
邦
民
訴
規
則
三
七
条
の
制
度
の

う
ち
、⒜
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
に
対
す
る
以
前
の
応
答
等
が
重
要
な
点
で
不
完
全
ま
た
は
不
正
確
で
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
、応
答
等
の
補
充
・

訂
正
の
義
務
の
懈
怠
を
理
由
と
す
る
制
裁
（
連
邦
民
訴
規
則
三
七
条
⒞
⑴
項
。
第
三
章
第
二
節
第
三
款
参
照
）、
お
よ
び
、
⒝
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
に
対
す
る
応
答
の
完
全
な
懈
怠
を
理
由
と
す
る
、
強
制
命
令
を
経
な
い
形
で
の
制
裁
（
連
邦
民
訴
規
則
三
七
条
⒟
項
。
第
三
章
第
二
節

第
四
款
参
照
）
に
つ
き
、
わ
が
国
に
お
け
る
当
事
者
照
会
の
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化
に
際
し
て
同
様
の
制
度
を
導
入
す
べ
き
か
否
か
が
問
題
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と
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
ま
ず
、
⒜
の
制
度
に
倣
っ
て
、
当
事
者
照
会
に
対
し
て
す
で
に
な
さ
れ
た
回
答
が
重
要
な
点
で
不
完
全
ま

た
は
不
正
確
で
あ
っ
た
場
合
に
、
相
手
方
に
回
答
の
補
充
・
訂
正
の
義
務
を
課
し
、
こ
の
義
務
の
懈
怠
が
あ
っ
た
場
合
に
制
裁
を
科
す
と

い
う
制
度
を
設
け
る
べ
き
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
⒜
の
制
度
が
連
邦
民
訴
規
則
上
設
け
ら
れ
て
い
る
目
的
と
し
て
、
当
事
者
に

対
し
て
適
時
に
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
に
対
す
る
情
報
や
証
拠
の
開
示
を
行
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
提
供
し
、
自
身
に
と
っ
て
有
利
な
証
拠
等
を

戦
略
的
に
後
出
し
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
点
（
775
）に
鑑
み
る
と
、
当
事
者
照
会
に
対
し
て
相
手
方
が
適
時
に
完
全
・
正
確

な
回
答
を
行
う
よ
う
に
動
機
付
け
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
制
度
の
導
入
も
検
討
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の

場
合
の
義
務
懈
怠
に
対
す
る
制
裁
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
点
（
た
と
え
ば
、
相
手
方
の
実
体
権
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
制
裁
ま
で
認
め
る

か
否
か
等
）
に
つ
き
、
現
時
点
で
は
筆
者
は
定
見
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、
⒝
の
制
度
に
倣

い
、
当
事
者
照
会
に
お
け
る
回
答
義
務
懈
怠
に
対
し
、
回
答
命
令
を
経
な
い
形
で
の
制
裁
を
設
け
る
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
筆

者
は
、
当
事
者
照
会
の
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化
に
際
し
、
裁
判
所
の
関
与
を
最
初
の
段
階
で
は
で
き
る
だ
け
謙
抑
的
な
も
の
と
し
て
、
当
事

者
の
自
主
性
を
重
視
す
る
シ
ス
テ
ム
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
制
度
は
設
け
な
い
と
い
う
方
向
性
を

採
り
た
い
と
考
え
る
。

第
三
に
、
本
章
で
は
こ
こ
ま
で
、
訴
え
提
起
後
の
当
事
者
照
会
（
法
一
六
三
条
）
に
つ
き
、
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化
に
関
す
る
検
討
を
行
っ

て
き
た
が
、
訴
え
提
起
前
の
照
会
（
法
一
三
二
条
の
二
・
一
三
二
条
の
三
）
に
つ
い
て
も
、
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化
を
図
る
べ
き
か
否
か
と

い
う
点
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
訴
え
提
起
前
の
照
会
に
お
け
る
回
答
義
務
の
根
拠
と
し
て
、
提
訴
予
告
通
知
等
を
前
提
と

し
て
当
事
者
間
に
訴
訟
係
属
に
準
じ
る
関
係
（
準
訴
訟
法
律
関
係
な
い
し
準
訴
訟
係
属
）
が
発
生
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
も
の
の
、
立

案
過
程
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
関
係
を
根
拠
と
し
て
制
裁
を
伴
う
よ
う
な
強
力
な
効
果
は
認
め
難
い
と
さ
れ
て
い
た
点
（
776
）に
鑑
み
る
と
、

筆
者
は
、
訴
え
提
起
前
の
照
会
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
係
属
を
前
提
と
す
る
訴
え
提
起
後
の
当
事
者
照
会
と
は
異
な
り
、
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
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を
導
入
す
る
こ
と
の
根
拠
づ
け
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化
は
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
次
の
課
題
と
し
て
、
三
木
浩
一
教
授
が
論
じ
る
よ
う
に
、
訴
え
提
起
前
の
照
会
を

廃
止
し
て
訴
え
提
起
後
の
当
事
者
照
会
に
一
本
化
す
べ
き
か
（
777
）、
非
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
を
採
る
訴
え
提
起
前
の
照
会
に
も
な
ん
ら
か
の
存
在

意
義
が
あ
る
と
し
て
存
続
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
筆
者
は
定
見
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
713
）
な
お
、
筆
者
は
、
本
稿
の
内
容
に
つ
き
、
第
八
四
回
日
本
民
事
訴
訟
法
学
会
大
会
（
二
〇
一
四
年
五
月
一
七
日
開
催
。
於
：
九
州
大
学
）
に
て
個
別
報
告

を
行
い
、
か
つ
、
そ
の
要
旨
を
学
会
誌
に
て
公
表
す
る
機
会
を
得
た
が
、
そ
の
際
、
本
章
で
論
じ
る
わ
が
国
の
当
事
者
照
会
の
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化
に
関
す

る
提
案
に
つ
い
て
は
、
暫
定
的
な
議
論
を
提
示
す
る
に
留
ま
り
、
ま
た
、
報
告
時
間
や
紙
幅
の
都
合
上
、
提
案
し
た
事
項
に
つ
い
て
の
論
拠
を
十
分
に
提
示

で
き
て
い
な
い
部
分
も
あ
っ
た
（
酒
井
博
行
⽛
当
事
者
主
義
的
民
事
訴
訟
運
営
と
当
事
者
照
会
の
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化
に
関
す
る
一
考
察
⽜
民
事
訴
訟
雑
誌

六
一
号
〔
二
〇
一
五
年
〕
一
五
三
～
一
五
六
頁
）。
本
章
で
は
、
は
な
は
だ
未
熟
な
も
の
と
な
る
が
、
前
記
の
個
別
報
告
等
の
後
に
検
討
を
加
え
た
事
項
も
加

え
、
か
つ
、
十
分
に
論
じ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
、
提
案
に
係
る
論
拠
も
提
示
し
、
わ
が
国
の
当
事
者
照
会
の
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化
に
係
る
提
案
に
つ
き

論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
714
）
当
事
者
照
会
に
お
け
る
相
手
方
の
回
答
義
務
に
つ
い
て
は
、
現
行
法
で
は
明
文
の
規
定
は
存
在
し
な
い
が
、
現
行
法
の
立
案
担
当
者
、
お
よ
び
、
ほ
と
ん

ど
の
学
説
が
回
答
義
務
の
存
在
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
第
二
章
第
四
節
第
一
款
で
概
観
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
事
者
照
会
に
対
す
る
不
当

な
回
答
拒
絶
な
ど
に
対
す
る
制
裁
を
設
け
る
に
際
し
て
は
、
相
手
方
の
回
答
義
務
を
明
文
で
規
定
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
日
弁
連

の
改
正
提
案
、
民
事
訴
訟
法
改
正
研
究
会
の
改
正
提
案
の
い
ず
れ
も
、
こ
の
点
を
明
文
で
規
定
す
る
。
本
稿
で
は
、
当
事
者
照
会
に
お
け
る
回
答
義
務
懈
怠

に
対
す
る
制
裁
、
お
よ
び
、
制
裁
に
至
る
ま
で
の
手
続
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
と
い
う
点
に
焦
点
を
当
て
、
当
事
者
照
会
の
要
件
面
（
回
答
除
外
事
由
を
ど

の
よ
う
に
規
定
す
る
か
と
い
う
点
な
ど
）
に
つ
い
て
は
検
討
の
対
象
と
し
な
い
た
め
、
具
体
的
な
条
文
案
は
提
示
し
な
い
が
、
筆
者
も
、（
回
答
除
外
事
由
に

該
当
し
な
い
場
合
の
）
相
手
方
の
回
答
義
務
を
明
文
化
す
る
こ
と
は
当
然
の
前
提
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
715
）
な
お
、
こ
こ
で
は
、
当
事
者
照
会
の
相
手
方
の
回
答
義
務
違
反
の
有
無
を
判
断
し
、
最
終
的
に
は
制
裁
を
科
す
主
体
と
し
て
、
裁
判
所
（
受
訴
裁
判
所
）
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を
想
定
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
相
手
方
の
回
答
義
務
違
反
の
有
無
を
判
断
す
る
主
体
と
し
て
は
、
裁
判
所
以
外
の
も
の
も
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
小

山
（
司
会
）
ほ
か
・
前
掲
注
（
218
）
二
六
頁
［
那
須
弘
平
発
言
］
は
、
当
事
者
照
会
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
の
た
め
に
弁
護
士
会
の
仲
裁
セ
ン
タ
ー
を

利
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
旨
を
論
じ
る
。
こ
の
見
解
は
、
回
答
義
務
懈
怠
に
対
す
る
制
裁
を
設
け
て
い
な
い
現
行
の
当
事
者
照
会
制
度
を
前
提
と
す
る

限
り
、
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
検
討
す
る
当
事
者
照
会
の
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化
は
、
回
答
義
務
を
懈
怠
し
た
当
事
者
に
対

し
、
最
終
的
に
は
訴
訟
手
続
上
の
、
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
実
体
上
の
不
利
益
を
課
す
こ
と
を
想
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
措
置
の
基
礎
と
な

る
判
断
は
、
国
家
機
関
た
る
裁
判
所
に
よ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲

注
（
699
）
一
〇
三
頁
。
な
お
、
回
答
義
務
違
反
な
ど
の
判
断
主
体
と
し
て
は
、
受
訴
裁
判
所
以
外
の
裁
判
所
、
な
い
し
裁
判
所
類
似
の
司
法
機
関
も
考
え
ら

れ
、
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
一
〇
三
頁
は
、
受
訴
裁
判
所
以
外
の
裁
判
所
、
受
訴
裁
判
所
の
裁
判
長
、
受
命
裁
判
官
ま
た
は
受
託
裁
判
官
、

⽛
裁
定
裁
判
所
（
あ
る
い
は
裁
定
所
）⽜（
弁
護
士
会
が
推
薦
す
る
弁
護
士
を
裁
定
官
に
充
て
る
）
と
い
っ
た
選
択
肢
も
考
え
ら
れ
る
旨
を
論
じ
る
が
、
こ
の
点

に
つ
い
て
の
検
討
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
716
）
7
M
oore̓
sFederalPractice,§
37.90
(M
atthew
Bender
3d
ed.).

（
717
）
日
弁
連
要
綱
試
案
の
提
言
の
理
由
で
は
、
前
注
（
247
）
で
紹
介
し
た
、
日
弁
連
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
よ
り
入
手
可
能
な
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
の
二
三
頁
に
て
言

及
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
日
弁
連
中
間
試
案
の
時
点
か
ら
同
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
日
弁
連
中
間
試
案
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
一
八

～
一
九
頁
）。

（
718
）
日
弁
連
が
二
〇
〇
八
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
公
表
し
た
当
事
者
照
会
制
度
の
改
正
提
言
（
日
本
弁
護
士
連
合
会
第
三
回
民
事
裁
判
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
前
掲

注
（
238
）
六
七
頁
）
で
は
、
回
答
拒
絶
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
裁
判
所
が
相
当
と
認
め
る
と
き
は
相
手
方
に
回
答
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
回
答
拒
絶

に
正
当
な
理
由
が
な
い
場
合
に
裁
判
所
が
相
手
方
に
制
裁
（
訴
訟
費
用
の
負
担
）
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
裁
判
所
に
よ
る
回

答
の
促
し
と
制
裁
と
の
関
係
（
回
答
の
促
し
が
な
さ
れ
た
後
直
ち
に
制
裁
が
科
さ
れ
る
の
か
、
相
手
方
が
回
答
を
促
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
お
回
答
を

拒
絶
す
る
場
合
に
初
め
て
制
裁
が
科
さ
れ
る
の
か
）
は
、
改
正
提
言
自
体
か
ら
は
明
確
で
は
な
く
、
提
言
の
理
由
要
旨
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
討
論
で
も
こ

の
点
に
つ
い
て
は
議
論
さ
れ
て
い
な
い
（
日
本
弁
護
士
連
合
会
第
三
回
民
事
裁
判
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
前
掲
注
（
238
）
六
七
頁
、
七
一
～
七
三
頁
）。
そ
し
て
、

日
弁
連
中
間
試
案
・
日
弁
連
要
綱
試
案
で
は
、
前
記
の
通
り
、
裁
判
所
に
よ
る
回
答
の
促
し
・
回
答
命
令
・
制
裁
と
い
う
三
段
階
の
手
続
を
経
る
よ
う
に
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
き
、
日
弁
連
よ
り
公
表
さ
れ
て
い
る
両
試
案
の
提
言
の
理
由
で
は
明
確
な
説
明
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
日
弁
連
中
間
試
案
に

お
け
る
当
事
者
照
会
制
度
の
改
正
提
案
に
つ
き
論
じ
る
奥
宮
・
前
掲
注
（
242
）
二
二
～
二
三
頁
で
も
、
明
確
な
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（
719
）
奥
宮
・
前
掲
注
（
242
）
二
〇
頁
。
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（
720
）
奥
宮
・
前
掲
注
（
242
）
二
二
頁
。

（
721
）
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
九
九
頁
。

（
722
）
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
一
〇
三
頁
。

（
723
）
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
二
二
二
頁
［
森
脇
純
夫
発
言
］。

（
724
）
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
二
二
三
～
二
二
四
頁
［
三
木
発
言
］。

（
725
）
な
お
、
理
論
上
は
、
当
事
者
照
会
の
実
効
化
の
た
め
の
制
度
改
革
と
し
て
、
回
答
義
務
懈
怠
に
対
す
る
裁
判
所
の
制
裁
を
導
入
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
も

そ
も
照
会
自
体
を
裁
判
所
を
通
し
て
行
う
制
度
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
民
事
訴
訟
法
改
正
研
究
会
に
よ
る
改
正
提
案
で
は
、⽛
他
の
考
え
う
る
制
度
と
の

比
較
⽜
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
一
〇
二
頁
）。
同
研
究
会
の
検
討
で
は
、
こ
の
よ
う
な

考
え
方
に
つ
き
、
裁
判
所
を
通
し
て
照
会
を
行
う
こ
と
を
原
則
と
し
て
よ
い
か
が
ま
ず
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
三
木
＝
山
本
和
彦

編
・
前
掲
注
（
699
）
一
〇
二
頁
）。
こ
の
点
に
つ
き
、
当
事
者
照
会
が
そ
も
そ
も
当
事
者
主
導
で
の
情
報
の
収
集
・
共
有
の
た
め
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、

本
稿
で
の
検
討
の
趣
旨
は
、
当
事
者
主
導
で
の
争
点
整
理
手
続
の
実
現
を
支
え
る
た
め
の
制
度
を
構
築
す
る
た
め
に
、
当
事
者
照
会
の
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化

を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
点
に
鑑
み
る
と
、
照
会
の
段
階
か
ら
裁
判
所
の
関
与
が
あ
る
制
度
と
す
る
こ
と
は
、
当
事
者
照
会
の
そ
も
そ
も
の
制
度
趣
旨
や
筆
者

の
考
え
る
制
度
改
革
の
趣
旨
に
反
し
、
ま
た
、
現
行
法
下
で
の
求
釈
明
と
ど
の
程
度
異
な
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
考
え
ら
れ
、
な
に
よ
り
も
、
当
事
者
照
会

を
完
全
に
裁
判
所
主
導
型
な
い
し
裁
判
所
依
存
型
の
手
続
と
し
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
筆
者
と
し
て
は
支
持
し
難
い
（
ま
た
、
実
際
上
の
問
題
と
し
て
、
こ

の
よ
う
な
制
度
設
計
を
行
う
と
す
れ
ば
、
照
会
に
関
す
る
裁
判
所
の
負
担
も
極
め
て
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
）。
ゆ
え
に
筆
者
は
、
当
事
者
照
会
の
実
効
化
の

た
め
に
、
回
答
義
務
の
懈
怠
に
つ
き
当
事
者
間
に
紛
争
が
生
じ
た
後
の
段
階
で
の
裁
判
所
の
関
与
を
求
め
る
が
、
最
初
の
段
階
は
あ
く
ま
で
も
裁
判
所
を
介

さ
ず
に
当
事
者
間
で
の
照
会
・
回
答
を
行
う
と
い
う
、
限
定
的
な
形
で
の
裁
判
所
の
関
与
を
求
め
る
制
度
設
計
を
支
持
す
る
。

（
726
）
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
二
二
三
～
二
二
四
頁
［
三
木
発
言
］。

（
727
）
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
二
二
二
頁
［
森
脇
発
言
］。

（
728
）
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
二
二
四
頁
［
三
木
発
言
］。

（
729
）
日
弁
連
中
間
試
案
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
一
八
頁
、
日
弁
連
要
綱
試
案
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
二
三
頁
。

（
730
）
7
M
oore̓
sFederalPractice,§
37.05
[4](M
atthew
Bender3d
ed.);W
right,M
iller&
M
arcus,FederalPractice
and
Procedure:Civil3d
§

2285;see
Fed.R.Civ.P.37(a)advisory
com
m
ittee̓s
note
(1993).

（
731
）
な
お
、
イ
リ
ノ
イ
州
北
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
の
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
で
は
、
現
在
で
も
全
く
同
じ
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
SeeU
.S.D
ist.Ct.RulesN
.
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D
.Ill.,LR
37.2.

（
732
）
山
本
顯
治
教
授
の
交
渉
促
進
規
範
論
に
関
す
る
主
な
論
稿
と
し
て
、
山
本
顯
治
⽛
契
約
交
渉
関
係
の
法
的
構
造
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
私
的
自
治
の
再

生
に
向
け
て
―
（
一
）
～
（
三
・
完
）⽜
民
商
法
雑
誌
一
〇
〇
巻
二
号
（
一
九
八
九
年
）
二
二
頁
、
一
〇
〇
巻
三
号
（
一
九
八
九
年
）
五
一
頁
、
一
〇
〇
巻

五
号
（
一
九
八
九
年
）
八
八
頁
、
同
⽛
契
約
規
範
の
獲
得
と
そ
の
正
当
化
⽜⽝
谷
口
知
平
先
生
追
悼
論
文
集
第
二
巻

契
約
法
⽞（
信
山
社
、
一
九
九
三
年
）

六
九
頁
、
同
⽛
契
約
と
交
渉
⽜
田
中
成
明
編
⽝
現
代
理
論
法
学
入
門
⽞（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
三
年
）
四
八
頁
な
ど
が
あ
る
。

（
733
）
石
川
博
康
⽛⽝
再
交
渉
義
務
⽞
論
の
構
造
と
そ
の
理
論
的
基
礎
⽜
同
⽝
再
交
渉
義
務
の
理
論
⽞（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
三
頁
（
初
出
二
〇
〇
一
年
）。
な

お
、
わ
が
国
の
民
法
学
に
お
い
て
は
、
石
川
教
授
の
み
な
ら
ず
、
す
で
に
前
記
の
山
本
顯
治
教
授
や
内
田
貴
教
授
を
は
じ
め
、
多
く
の
論
者
に
よ
り
再
交
渉

義
務
論
に
関
す
る
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
再
交
渉
義
務
論
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
石
川
・
前
掲
三
～
二
二
頁
。

（
734
）
山
本
顯
治
・
前
掲
注
（
732
）
谷
口
追
悼
七
三
～
八
七
頁
、
同
・
前
掲
注
（
732
）
現
代
理
論
法
学
入
門
六
二
～
六
三
頁
。
な
お
、
法
化
、
お
よ
び
、⽛
法
の
手

続
化
⽜⽛
法
の
プ
ロ
セ
ス
化
⽜
に
つ
い
て
は
、
グ
ン
タ
ー
・
ト
イ
プ
ナ
ー
（
樫
沢
秀
木
訳
）⽛
法
化
―
概
念
・
特
徴
・
限
界
・
回
避
策
―
⽜
九
大
法
学
五
九

号
（
一
九
九
〇
年
）
二
三
五
頁
。

（
735
）
山
本
顯
治
・
前
掲
注
（
732
）
谷
口
追
悼
八
四
～
八
五
頁
、
同
・
前
掲
注
（
732
）
現
代
理
論
法
学
入
門
六
四
頁
。

（
736
）
山
本
顯
治
・
前
掲
注
（
732
）
民
商
一
〇
〇
巻
二
号
二
五
頁
。

（
737
）
山
本
顯
治
・
前
掲
注
（
732
）
民
商
一
〇
〇
巻
二
号
二
九
～
四
六
頁
。

（
738
）
山
本
顯
治
・
前
掲
注
（
732
）
民
商
一
〇
〇
巻
五
号
八
九
～
九
八
頁
。
な
お
、
山
本
顯
治
⽛
再
交
渉
義
務
論
に
つ
い
て
―
交
渉
理
論
と
契
約
法
理
論
の
交

錯
―
（
一
）⽜
法
政
研
究
六
三
巻
一
号
（
一
九
九
六
年
）
一
三
頁
以
下
で
は
、
ホ
ル
ン
の
再
交
渉
義
務
論
に
つ
き
、
よ
り
詳
細
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

（
739
）
山
本
顯
治
・
前
掲
注
（
732
）
民
商
一
〇
〇
巻
五
号
一
〇
三
～
一
〇
四
頁
。

（
740
）
石
川
・
前
掲
注
（
733
）
二
三
五
頁
注
（
30
）。

（
741
）
石
川
・
前
掲
注
（
733
）
二
七
～
二
〇
六
頁
。

（
742
）
石
川
・
前
掲
注
（
733
）
二
三
〇
頁
。

（
743
）
石
川
・
前
掲
注
（
733
）
二
三
二
頁
。

（
744
）
石
川
・
前
掲
注
（
733
）
二
三
二
頁
。

（
745
）
石
川
・
前
掲
注
（
733
）
二
三
三
～
二
三
四
頁
。

（
746
）
石
川
・
前
掲
注
（
733
）
二
三
四
～
二
三
五
頁
。
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（
747
）
動
的
シ
ス
テ
ム
論
と
は
、
近
時
の
ド
イ
ツ
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
有
力
な
潮
流
を
な
し
て
い
る
法
解
釈
方
法
論
で
あ
り
、
そ
の
提
唱
者
た
る
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
法
学
者
Ｗ
・
ヴ
ィ
ル
ブ
ル
ク
（
W
alterW
ilburg）
に
よ
れ
ば
、
一
定
の
法
領
域
に
お
い
て
は
た
ら
き
う
る
諸
⽛
要
素
⽜
を
特
定
し
、
そ
れ
ら
の
⽛
要

素
の
数
と
強
さ
に
応
じ
た
協
同
作
用
⽜
か
ら
法
規
範
あ
る
い
は
法
律
効
果
を
説
明
な
い
し
正
当
化
す
る
と
い
う
基
本
構
想
を
も
っ
た
考
え
方
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
わ
が
国
に
お
い
て
動
的
シ
ス
テ
ム
論
の
包
括
的
な
検
討
を
行
う
論
稿
と
し
て
、
山
本
敬
三
⽛
民
法
に
お
け
る
動
的
シ
ス
テ
ム
論
の
検
討
―
法
的
評
価

の
構
造
と
方
法
に
関
す
る
序
論
的
考
察
―
⽜
法
学
論
叢
一
三
八
巻
一
・
二
・
三
号
（
一
九
九
五
年
）
二
〇
八
頁
が
あ
り
、
藤
原
正
則
⽛
法
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク

の
伝
統
と
発
展
―
ド
イ
ツ
法
学
方
法
論
覚
え
書
き
―
⽜
瀬
川
信
久
編
⽝
私
法
学
の
再
構
築
⽞（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
九
年
）
五
三
～
五
九

頁
で
も
、
動
的
シ
ス
テ
ム
論
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
山
本
和
彦
教
授
が
民
事
訴
訟
審
理
に
お
け
る
裁
判
所
の
裁
量
統
制
の
方
法
と
し
て
提
唱
す

る
⽛
要
因
規
範
論
⽜
も
、
こ
の
動
的
シ
ス
テ
ム
論
に
示
唆
を
受
け
て
い
る
。
山
本
和
彦
⽛
民
事
訴
訟
に
お
け
る
裁
判
所
の
行
為
統
制
―
⽝
要
因
規
範
⽞
に
よ

る
手
続
裁
量
の
規
制
に
向
け
て
―
⽜
新
堂
幸
司
先
生
古
稀
祝
賀
⽝
民
事
訴
訟
法
理
論
の
新
た
な
構
築

上
巻
⽞（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
一
年
）
三
六
〇
頁
、
同
・

前
掲
注
（
52
）
一
八
～
一
九
頁
。

（
748
）
石
川
・
前
掲
注
（
733
）
二
三
五
～
二
三
七
頁
。

（
749
）
石
川
・
前
掲
注
（
733
）
二
三
七
～
二
四
〇
頁
。

（
750
）
石
川
・
前
掲
注
（
733
）
二
四
〇
～
二
四
二
頁
。

（
751
）
第
三
章
第
二
節
第
一
款
2
⑶
参
照
。

（
752
）
第
三
章
第
二
節
第
一
款
2
⑶
参
照
。

（
753
）
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
、
お
よ
び
、
筆
者
の
能
力
の
ゆ
え
に
、
当
事
者
照
会
の
要
件
面
に
つ
い
て
は
検
討
を
加
え
て
い
な
い
が
、
仮
に
現
行
の
法
一
六
三

条
各
号
の
回
答
除
外
事
由
を
前
提
と
し
て
考
え
る
と
、
た
と
え
ば
、
証
言
拒
絶
権
が
認
め
ら
れ
る
事
項
に
つ
い
て
の
照
会
（
法
一
六
三
条
六
号
）
に
対
し
て

は
、
憲
法
上
の
自
己
負
罪
供
述
強
要
禁
止
（
憲
法
三
八
条
一
項
）
や
守
秘
義
務
と
の
関
係
上
、
回
答
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
ま
た
、⽛
相
手
方
を

侮
辱
し
、
又
は
困
惑
さ
せ
る
照
会
⽜（
法
一
六
三
条
二
号
）
に
対
し
て
も
、
回
答
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
回
答
除
外
事
由

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
該
当
す
る
場
合
で
も
必
ず
し
も
回
答
が
得
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
た
と
え
ば
、
相
手
方
が
回
答
の
た
め
に
不

相
当
な
費
用
ま
た
は
時
間
を
要
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
照
会
（
法
一
六
三
条
五
号
）
が
な
さ
れ
た
場
合
、
照
会
者
の
側
が
回
答
の
た
め
の
費
用
を
負
担
す
る

こ
と
を
条
件
に
相
手
方
が
回
答
に
応
じ
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
前
注
（
165
）
の
本
文
も
参
照
。

（
754
）
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
九
九
頁
。

（
755
）
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
一
〇
三
～
一
〇
四
頁
。
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（
756
）
第
三
章
第
二
節
第
二
款
1
に
て
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
上
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
強
制
命
令
不
遵
守
を
理
由
と
す
る
制
裁
の
目
的
に

つ
い
て
は
、
様
々
な
事
項
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
、
わ
が
国
の
当
事
者
照
会
に
お
い
て
回
答
義
務
の
懈
怠
を
理
由
に
最
終
的
に
制
裁
を
科
す
目
的

に
つ
い
て
も
、
同
様
の
事
項
が
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
757
）
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
一
〇
三
～
一
〇
四
頁
。

（
758
）
金
銭
的
制
裁
の
中
で
も
、
費
用
負
担
に
つ
き
、
そ
の
対
象
と
し
て
訴
訟
費
用
を
含
め
る
こ
と
は
、
現
行
民
事
訴
訟
法
上
も
す
で
に
不
必
要
な
行
為
が
あ
っ

た
場
合
や
訴
訟
を
遅
滞
さ
せ
た
場
合
に
お
け
る
当
事
者
の
訴
訟
費
用
負
担
の
規
定
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
（
法
六
二
条
・
六
三
条
）、
特
に
問
題
は
な
い
と
考

え
ら
れ
、
日
弁
連
に
よ
る
改
正
提
案
で
も
、
二
〇
〇
八
年
の
第
三
回
民
事
裁
判
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
出
さ
れ
た
改
正
提
言
の
段
階
で
は
、
制
裁
と
し
て
訴
訟
費

用
の
負
担
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
内
で
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
わ
が
国
で
は
弁
護
士
費
用
が
訴
訟

費
用
と
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
訴
訟
費
用
の
負
担
と
い
っ
て
も
、
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
名
目
的
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
す
れ
ば
、
制
裁
と
し
て
十

分
機
能
す
る
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（
日
本
弁
護
士
連
合
会
第
三
回
民
事
裁
判
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
前
掲
注
（
238
）
七
一

頁
［
山
本
和
彦
発
言
］）。
ま
た
、
日
弁
連
中
間
試
案
・
日
弁
連
要
綱
試
案
の
そ
れ
ぞ
れ
の
提
言
理
由
で
も
、
訴
訟
費
用
の
負
担
に
つ
き
、
こ
れ
が
民
事
訴
訟

費
用
法
上
の
も
の
を
意
味
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
算
出
が
実
務
上
難
し
い
こ
と
、
金
額
的
に
大
し
た
額
に
な
ら
な
い
こ
と
、
照
会
者
が
全
面
勝
訴
し
た
場

合
に
は
訴
訟
費
用
は
相
手
方
の
全
額
負
担
と
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
実
質
的
に
制
裁
に
な
ら
な
い
こ
と
を
根
拠
に
、
実
効
性
に
問
題
が
あ
る
と
の
指
摘
が

多
く
な
さ
れ
た
旨
が
述
べ
ら
れ
て
お
り（
日
弁
連
中
間
試
案
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
一
九
頁
、日
弁
連
要
綱
試
案
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
二
三
～
二
四
頁
）、そ
れ
ゆ
え
、

両
試
案
で
は
、
制
裁
は
訴
訟
費
用
の
負
担
で
は
な
く
過
料
と
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
民
事
訴
訟
法
改
正
研
究
会
に
よ
る
改
正
提
案
で
は
、
弁
護
士
費
用
の
負
担
が
具
体
的
な
制
裁
の
一
つ
と
し
て
例
示
さ
れ
て
い
る
が
（
な
お
、
同
研

究
会
の
提
案
の
理
由
で
提
示
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
制
裁
は
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
訴
訟
費
用
の
負
担
が
制
裁
の
内
容
と
し
て
排

除
さ
れ
て
い
る
の
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
）、
わ
が
国
で
は
弁
護
士
費
用
は
訴
訟
費
用
と
さ
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
実
際
に
は
訴
訟
に
関
す
る
費
用
の

大
き
な
割
合
を
占
め
る
点
に
鑑
み
る
と
、
訴
訟
費
用
の
負
担
と
比
較
し
て
、
制
裁
と
し
て
の
実
効
性
を
確
保
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
弁
護
士
費

用
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
日
弁
連
中
間
試
案
・
日
弁
連
要
綱
試
案
の
そ
れ
ぞ
れ
の
提
言
理
由
で
、
当
事
者
照
会
の
み
に
係
る
弁
護
士
費
用
を
切
り
分

け
て
算
出
す
る
こ
と
が
実
務
上
難
し
い
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（
日
弁
連
中
間
試
案
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
一
九
頁
、
日
弁
連
要
綱
試
案
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル

二
四
頁
）。
さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
前
記
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の
現
行
制
度
上
は
弁
護
士
費
用
は
民
事
訴
訟
費
用
法
上
の
訴
訟
費
用
と
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
当
事
者
照
会
に
お
け
る
回
答
義
務
懈
怠
の
制
裁
と
し
て
弁
護
士
費
用
の
負
担
を
規
定
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
、
と
い
う
問
題
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
筆
者
は
さ
し
あ
た
り
、
費
用
負
担
の
制
裁
の
対
象
と
し
て
訴
訟
費
用
を
含
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
は
な
い
と
考
え
る
が
、
制
裁
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の
実
効
性
を
考
慮
し
て
弁
護
士
費
用
も
対
象
と
す
る
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
見
解
を
示
す
こ
と
を
留
保
し
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

（
759
）
第
三
章
第
二
節
第
二
款
4
⑻
に
て
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
上
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
強
制
命
令
不
遵
守
に
対
す
る
制
裁
で
は
、
当
事

者
の
双
方
が
強
制
命
令
を
遵
守
し
な
か
っ
た
場
合
に
、
費
用
を
互
い
に
支
払
い
合
う
の
で
は
各
当
事
者
に
対
す
る
制
裁
の
効
果
が
な
い
と
し
て
、
裁
判
所
に

対
し
て
支
払
わ
れ
る
金
銭
的
制
裁
を
命
じ
た
事
例
が
あ
る
。
7
M
oore̓
s
FederalPractice,§
37.51
[10](M
atthew
Bender
3d
ed.):Jaen
v.Coca-

Cola
Co.,157
F.R.D
.146,149-150
(D
.P.R.1994).

（
760
）
日
弁
連
に
よ
る
改
正
提
案
に
お
け
る
回
答
命
令
違
反
の
場
合
の
過
料
の
金
額
は
、
前
記
の
通
り
、
二
〇
万
円
以
下
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
改
め
て
現

行
民
事
訴
訟
法
上
に
存
在
す
る
過
料
の
制
裁
に
つ
き
、
そ
の
金
額
を
確
認
す
る
と
、
正
当
な
理
由
の
な
い
証
人
の
不
出
頭
の
場
合
（
法
一
九
二
条
一
項
。
証

言
拒
絶
を
理
由
が
な
い
と
す
る
裁
判
の
確
定
後
の
証
人
の
証
言
拒
絶
の
場
合
〔
法
二
〇
〇
条
〕、
宣
誓
拒
絶
を
理
由
が
な
い
と
す
る
裁
判
の
確
定
後
の
証
人
の

宣
誓
拒
絶
の
場
合
〔
法
二
〇
一
条
五
項
〕、
正
当
な
理
由
の
な
い
鑑
定
人
の
不
出
頭
等
の
場
合
〔
法
二
一
六
条
〕
に
も
準
用
）、
当
事
者
尋
問
で
宣
誓
し
た
当

事
者
が
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
場
合
（
法
二
〇
九
条
一
項
）、
第
三
者
が
文
書
の
成
立
の
真
否
の
証
明
に
必
要
な
筆
跡
等
の
対
照
用
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出

命
令
に
従
わ
な
い
場
合
（
法
二
二
九
条
五
項
）、
当
事
者
・
代
理
人
が
故
意
ま
た
は
重
過
失
に
よ
り
真
実
に
反
し
て
文
書
の
成
立
の
真
正
を
争
っ
た
場
合
（
法

二
三
〇
条
一
項
）、
少
額
訴
訟
の
提
起
の
際
、
同
一
の
年
に
少
額
訴
訟
を
利
用
し
た
回
数
に
つ
き
虚
偽
の
届
出
を
し
た
場
合
（
法
三
八
一
条
一
項
）
は
一
〇
万

円
以
下
、
第
三
者
が
文
書
提
出
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
（
法
二
二
五
条
一
項
）、
第
三
者
が
正
当
な
理
由
な
く
検
証
物
提
示
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
（
法
二
三

二
条
二
項
）
は
二
〇
万
円
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
弁
連
に
よ
る
改
正
提
案
に
お
け
る
過
料
の
金
額
が
現
行
民
訴
法
上
の
他
の
過
料
の
規
定

と
比
較
し
て
、
特
段
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
し
か
し
、
仮
に
当
事
者
照
会
に
お
け
る
回
答
命
令
不
遵
守
を
理
由
と
す
る
過
料
の
制
裁

に
つ
き
、
実
効
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
前
記
の
各
規
定
の
場
合
よ
り
も
高
額
の
過
料
を
規
定
す
る
と
す
れ
ば
、
ま
さ
に
他
の
各
規
定
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
問
題

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
761
）
東
京
弁
護
士
会
民
事
訴
訟
問
題
等
特
別
委
員
会
編
著
・
前
掲
注
（
89
）
六
七
～
一
三
〇
頁
で
は
、
具
体
的
な
事
件
類
型
に
お
け
る
照
会
事
項
の
例
が
列
挙

さ
れ
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
、
医
療
過
誤
訴
訟
に
お
け
る
、⽛
被
害
者
の
診
療
に
関
与
し
た
当
直
医
・
看
護
師
の
員
数
お
よ
び
氏
名
・
住
所
⽜
と
い
う
照
会
事

項
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
真
実
擬
制
を
す
る
こ
と
自
体
が
不
可
能
で
あ
る
。

（
762
）
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
証
明
主
題
の
中
に
は
、
価
値
判
断
た
る
性
質
上
真
実
と
し
て
擬
制
す
る
こ
と
に
親
し
ま
な
い
も
の
や
、
真
実
擬
制
を
す
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
も
の
な
ど
の
よ
う
に
、
真
実
擬
制
を
拒
否
さ
れ
て
も
致
し
方
の
な
い
よ
う
な
も
の
も
あ
り
う
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
十
分
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
法
二
二
四
条
三
項
の
真
実
擬
制
に
つ
き
こ
の
点
を
論
じ
る
論
稿
と
し
て
、
坂
田
宏
⽛
文
書
提
出
命
令
違
反
の
効
果
⽜
竹
下
守
夫
編
集
代
表
⽝
講
座
新
民
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事
訴
訟
法
Ⅱ
⽞（
弘
文
堂
、
一
九
九
九
年
）
一
一
四
～
一
一
五
頁
。

（
763
）
法
二
二
四
条
に
よ
る
真
実
擬
制
に
つ
き
、
た
と
え
ば
、
秋
山
幹
男
＝
伊
藤
眞
＝
加
藤
新
太
郎
＝
高
田
裕
成
＝
福
田
剛
久
＝
山
本
和
彦
⽝
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

民
事
訴
訟
法
Ⅳ
⽞（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
〇
年
）
四
七
七
頁
、
兼
子
一
＝
松
浦
馨
＝
新
堂
幸
司
＝
竹
下
守
夫
＝
高
橋
宏
志
＝
加
藤
新
太
郎
＝
上
原
敏
夫
＝
高

田
裕
成
⽝
条
解
民
事
訴
訟
法
（
第
二
版
）⽞（
弘
文
堂
、
二
〇
一
一
年
）
一
二
五
〇
頁
［
松
浦
＝
加
藤
］、
賀
集
唱
＝
松
本
博
之
＝
加
藤
新
太
郎
編
⽝
基
本
法
コ

ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
事
訴
訟
法
2
（
第
三
版
追
補
版
）⽞（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）
二
四
五
頁
［
髙
田
昌
宏
］、
笠
井
正
俊
＝
越
山
和
広
編
⽝
新
・
コ
ン
メ

ン
タ
ー
ル
民
事
訴
訟
法
（
第
二
版
）⽞（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
三
年
）
八
六
〇
頁
［
山
田
文
］
等
。

（
764
）
松
本
博
之
＝
上
野
𣳾
男
⽝
民
事
訴
訟
法
（
第
八
版
）⽞（
弘
文
堂
、
二
〇
一
五
年
）
三
八
四
頁
［
松
本
］
は
、
証
拠
に
関
す
る
情
報
を
求
め
る
場
合
の
よ
う

に
、
相
手
方
が
情
報
提
供
の
訴
訟
上
の
協
力
義
務
を
負
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
照
会
へ
の
不
協
力
は
証
明
妨
害
と
評
価
し
う
る
旨
を
論
じ
る
が
、
こ
こ
で
の

真
実
擬
制
に
係
る
筆
者
の
提
案
は
、
当
事
者
照
会
に
お
け
る
回
答
義
務
懈
怠
が
照
会
者
に
対
す
る
証
明
妨
害
に
該
当
す
る
も
の
と
評
価
す
る
可
能
性
を
よ
り

一
般
的
に
認
め
る
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
765
）
第
三
章
第
二
節
第
二
款
3
⑶
参
照
。

（
766
）
こ
の
点
を
、
法
二
二
四
条
三
項
の
真
実
擬
制
が
許
さ
れ
る
証
明
主
題
に
つ
き
論
じ
る
論
稿
と
し
て
、
坂
田
・
前
掲
注
（
762
）
一
一
五
頁
。

（
767
）
法
二
二
四
条
三
項
に
基
づ
く
真
実
擬
制
に
つ
き
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
論
じ
る
論
稿
と
し
て
、
坂
田
・
前
掲
注
（
762
）
一
一
五
～
一
一
六
頁
。

（
768
）
第
七
三
回
日
本
民
事
訴
訟
法
学
会
大
会
（
二
〇
〇
三
年
六
月
一
日
開
催
。
於
：
中
央
大
学
）
に
お
け
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
討
論
の
際
に
、
千
葉
勝

美
判
事
（
現
在
、
最
高
裁
判
所
判
事
）
が
、（
お
そ
ら
く
は
当
事
者
の
主
張
の
場
面
を
念
頭
に
お
い
て
）
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
は
制
裁
を
発
動
す
る
こ
と
よ
り
も
、

制
裁
の
威
嚇
力
に
よ
っ
て
本
来
出
す
べ
き
主
張
を
早
め
に
出
し
て
も
ら
う
と
い
う
効
果
を
発
揮
す
る
も
の
と
し
て
機
能
す
る
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の

質
問
を
行
っ
た
の
に
対
し
、
三
木
浩
一
教
授
は
、（
お
そ
ら
く
は
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
一
般
を
念
頭
に
置
い
て
）
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
を
採
る
か
非
制
裁
型
ス
キ
ー

ム
を
採
る
か
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
も
制
度
論
で
あ
り
、
運
用
論
と
は
自
覚
的
に
切
り
離
す
必
要
が
あ
る
旨
を
述
べ
た
う
え
で
、
わ
が
国
の
現
行
の
民
事
訴

訟
制
度
に
は
、
そ
も
そ
も
裁
判
所
が
適
切
な
場
面
に
適
切
な
形
で
必
要
な
権
限
を
行
使
し
た
く
て
も
こ
れ
を
担
保
す
る
制
度
的
な
基
盤
が
欠
け
て
お
り
、
制

裁
型
ス
キ
ー
ム
を
制
度
論
と
し
て
整
備
し
て
い
く
こ
と
は
当
然
だ
が
、
制
裁
を
制
度
と
し
て
設
け
た
ら
む
や
み
や
た
ら
と
行
使
す
べ
き
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
必
要
な
時
に
必
要
な
限
度
で
行
使
す
る
と
い
う
こ
と
は
当
然
で
あ
る
旨
を
回
答
す
る
（
河
野
正
憲
〔
司
会
〕
ほ
か
⽛（
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
現
代
の
民

事
訴
訟
に
お
け
る
裁
判
官
お
よ
び
弁
護
士
の
多
重
的
な
役
割
と
そ
の
相
互
関
係
⽜
民
事
訴
訟
雑
誌
五
〇
号
〔
二
〇
〇
四
年
〕
一
九
九
～
二
〇
〇
頁
［
千
葉
発

言
］、
二
〇
一
頁
［
三
木
発
言
］）。
ま
た
、
森
脇
純
夫
弁
護
士
も
、
当
事
者
照
会
に
裁
判
所
が
関
与
す
る
回
答
命
令
や
制
裁
が
設
け
ら
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

直
ち
に
実
際
に
回
答
命
令
等
の
申
立
て
が
裁
判
所
に
多
数
な
さ
れ
て
、
裁
判
所
が
煩
に
耐
え
な
い
こ
と
に
な
る
と
は
限
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
強
制
的
な
シ
ス
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テ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
で
、当
事
者
間
の
任
意
の
回
答
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
は
大
い
に
あ
る
旨
を
論
じ
る（
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注（
699
）

二
二
五
頁
［
森
脇
発
言
］）。
筆
者
も
、
千
葉
判
事
・
三
木
教
授
・
森
脇
弁
護
士
の
発
言
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
と
同
様
に
、
当
事
者
照
会
の
回
答
義
務
懈
怠

に
対
す
る
制
裁
の
制
度
を
設
け
る
こ
と
と
、
こ
れ
を
実
際
に
ど
の
よ
う
に
運
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
と
は
別
問
題
で
あ
り
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
回
答

義
務
懈
怠
に
対
す
る
制
裁
の
可
能
性
と
い
う
威
嚇
に
よ
る
、
照
会
を
受
け
た
相
手
方
の
自
発
的
な
回
答
の
促
進
と
い
う
面
を
よ
り
重
視
す
べ
き
で
あ
り
、
か

つ
、
こ
の
よ
う
な
形
で
回
答
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
実
際
に
制
裁
が
発
動
さ
れ
る
場
面
ま
で
進
む
事
案
は
あ
ま
り
生
じ
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
769
）
山
本
和
彦
・
前
掲
注
（
17
）
九
四
頁
、
三
木
＝
山
本
和
彦
編
・
前
掲
注
（
699
）
二
二
五
頁
［
森
脇
発
言
］
等
。

（
770
）
な
お
、
民
法
学
に
お
け
る
契
約
法
分
野
で
、
田
中
教
授
の
見
解
を
援
用
し
、⽛
過
程
志
向
的
法
シ
ス
テ
ム
⽜
と
し
て
の
再
交
渉
義
務
に
関
す
る
議
論
を
展
開

す
る
論
稿
と
し
て
、
松
井
和
彦
⽛
過
程
志
向
的
法
シ
ス
テ
ム
と
再
交
渉
義
務
⽜
一
橋
論
叢
一
一
五
巻
一
号
（
一
九
九
六
年
）
二
五
〇
頁
が
あ
る
。

（
771
）
田
中
成
明
⽛
法
を
ど
う
み
る
か
―
法
動
態
へ
の
相
互
主
体
的
視
座
の
確
立
を
め
ざ
し
て
―
⽜
同
⽝
法
的
空
間
―
強
制
と
合
意
の
狭
間
で
―
⽞（
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
）
三
頁
、
同
⽝
現
代
法
理
学
⽞（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
四
八
頁
。

（
772
）
田
中
・
前
掲
注
（
771
）
法
的
空
間
一
三
頁
、
同
・
前
掲
注
（
771
）
現
代
法
理
学
四
九
～
五
〇
頁
。

（
773
）
田
中
・
前
掲
注
（
771
）
現
代
法
理
学
七
三
～
七
四
頁
。

（
774
）
田
中
・
前
掲
注
（
771
）
現
代
法
理
学
七
四
頁
。

（
775
）
7
M
oore̓
sFederalPractice,§
37.60
[1](M
atthew
Bender
3d
ed.);Fed.R.Civ.P.37(c)advisory
com
m
ittee̓s
note
(1993).

（
776
）
秋
山
ほ
か
・
前
掲
注
（
125
）
五
八
七
頁
等
。

（
777
）
賀
集
ほ
か
編
・
前
掲
注
（
126
）
三
二
六
頁
、
三
三
一
頁
［
三
木
］。

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
こ
こ
ま
で
、
当
事
者
サ
イ
ド
が
裁
判
所
の
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
主
体
的
に
弁
論
権
を
行
使
す
る
当
事

者
主
義
的
訴
訟
運
営
へ
の
移
行
の
条
件
の
一
つ
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
民
訴
規
則
上
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
を
参
考
と
し
て
、
ま
た
、
わ
が
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国
で
近
時
公
表
さ
れ
た
、
当
事
者
照
会
の
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化
に
関
す
る
改
正
提
案
を
踏
ま
え
て
、
当
事
者
照
会
の
制
裁
型
ス
キ
ー
ム
化

の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
き
検
討
し
て
き
た
。
し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
残
さ
れ
た
問
題
も
多
々
あ
る
。
そ
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
前

章
で
の
検
討
の
中
で
も
言
及
し
て
き
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
た
と
え
ば
、
回
答
命
令
の
不
遵
守
の
態
様
と
科
す
べ
き
制
裁
の
種
類
と
の

関
係
を
ど
う
規
範
化
す
る
か
が
、
重
大
な
問
題
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
（
778
）。
ま
た
、
照
会
の
要
件
面
や
回
答
除
外
事
由
に
つ
い
て
も
、
日
弁

連
・
民
事
訴
訟
法
改
正
研
究
会
の
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
る
当
事
者
照
会
の
改
正
提
案
な
ど
も
踏
ま
え
て
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
稿
に
は
不
十
分
な
点
が
多
々
あ
る
が
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
深
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
本
稿
で
提
示
し
た
議
論
に

対
す
る
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
教
示
・
ご
批
判
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
778
）
前
章
第
二
節
で
も
論
じ
た
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
よ
う
な
制
裁
を
科
す
か
と
い
う
点
を
規
範
化
す
る
と
し
て
も
、
こ
の
点
の
要
件
化
に
つ
い

て
は
あ
る
程
度
抽
象
的
な
形
に
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
る
と
す
る
こ
と
に
も
な
り
う
る
が
、
そ
の
際
、
裁
判
所
の
裁
量
を
ど
の
よ
う
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
か
と
い
う
点
が
、大
き
な
問
題
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
民
事
訴
訟
審
理
に
お
け
る
規
範
に
よ
る
裁
判
所
の
裁
量
統
制
に
つ
い
て
は
、

主
要
な
業
績
と
し
て
、
周
知
の
通
り
、
山
本
和
彦
教
授
に
よ
る
⽛
要
因
規
範
論
⽜
が
あ
る
（
山
本
和
彦
・
前
掲
注
（
747
）
三
四
一
頁
、
同
・
前
掲
注
（
52
）

一
五
頁
）。
ま
た
、
民
事
訴
訟
手
続
に
お
け
る
裁
判
官
の
裁
量
に
つ
き
、
ド
イ
ツ
法
の
議
論
を
参
照
の
う
え
基
礎
的
研
究
を
行
う
近
時
の
論
稿
と
し
て
、
石
橋

英
典
⽛
民
事
裁
判
官
の
裁
量
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
裁
量
を
め
ぐ
る
議
論
を
て
が
か
り
と
し
て
―
⽜
同
志
社
法
学
六
五
巻
六
号
（
二

〇
一
四
年
）
三
五
頁
が
あ
る
。

※
本
稿
は
、
平
成
二
〇
年
度
北
海
学
園
学
術
研
究
助
成
金
（
一
般
研
究
）⽛
米
国
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
手
続
に
お
け
る
開
示
不
履
行
等
に
対
す
る
制

裁
手
続
に
関
す
る
基
礎
研
究
⽜
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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A Study for Realization of Adversary Procedure in Japanese
Civil Litigation and Introduction of Sanction Scheme as

a Basis for Adversary Process (8)
―A Suggestion from Comparing Party Inquiry
in Japanese Code of Civil Procedure with

Interrogatories in U. S. Federal Rules of Civil Procedure―

Hiroyuki SAKAI

In last twelve years, the civil procedures of the first instance in
Japanese district courts have been expedited. One of itsʼ important
causes is the frequent use of Issue Management Procedures, which are
generally adopted in the present Japanese Code of Civil Procedure
(enforced from January 1. 1998). However, some scholars of the law of
civil procedure, judges and practitioners argue that in Japanese civil
procedure, judges act vigorously to manage issues, but on the other hand,
parties and itsʼ attorneys do not present materials of facts and evidences
of their cases that support their allegations on their own initiative and
depend on judges in Issue Management Procedure. Then, there are
some arguments that in Japanese civil litigation, especially Issue
Management Procedure, process administration on partiesʼ and their
attorneysʼ initiative (adversary process) should be realized and various
bases for introduction of adversary process in Japanese civil litigation
should be equipped.
There are many supposed bases for introduction of adversary

process in Japanese civil litigation. I cannot treat all of them, but I will
treat a part of Evidence-Information Gathering Procedures as an
important basis for adversary process, Party Inquiry (ʠToujisya-
Shoukaiʡ) in this article. Party Inquiry in Japanese Code of Civil
Procedure (Art. 163), in which parties may gain any information on their
cases by sending written inquiries to other parties, is one of the
Evidence-Information Gathering Procedures that expected to be used in
Japanese adversarial civil litigation. However, Party Inquiry is not used
much, because this procedure has no direct sanction schemes against
parties and attorneys who refuse answers to other partiesʼ inquiry or
send false or dishonest answers, so there are no devices for this
procedure to be effective. Japanese Party Inquiry is modeled after
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interrogatory in U. S. Federal Rules of Civil Procedure (FRCP Rule 33),
that is one of devices of discovery, but the former procedure has no
direct sanction scheme for effective disclosure of information which the
latter has (see FRCP Rule 37).
I think that realization of adversary procedure in Japanese civil

litigation is favorable for theoretical and practical reasons. From this
view, in this article, I will argue an introduction of sanction scheme in
Japanese Party Inquiry, which is necessary basis to realize Japanese
adversarial litigation, and to gain suggestions for my argument, I will
examine the scheme of interrogatories in FRCP Rule 33 and sanction
scheme for devices of discovery including interrogatories in FRCP Rule
37.
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